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2　H28.5

予算
平成28年度

自主財源　市税、使用料など、市が自ら収納、徴収でき
る財源のこと。安定した行政運営には、歳入
総額に占める割合が大きいほど望ましい。

市税　　　　　　　38 億 3975 万円 6 千円
市民税、固定資産税など

繰入金　　　　　　13 億 1082 万 1 千円
基金（貯金）から取り崩すお金など

分担金及び負担金　2 億 4006 万 9 千円
特定の利益を受ける人から徴収するお金、保育料など

使用料及び手数料　1 億 9516 万 4 千円
施設の使用料や住民票の交付手数料など

その他　　　　　　3 億 8108 万円
繰越金、財産収入など

依存財源　自主財源に対して、地方交付税や国庫支出金
など、国や県の基準により交付されたり割り
当てられたりする収入のこと。

地方交付税　　　　41 億 8500 万円
所得税等の一部から地方公共団体に交付されるお金

国庫支出金　　　　20 億 7828 万 8 千円
市が行う特定の事業などに対し国が交付するお金

市債　　　　　　　25 億 5490 万円
事業などを行うために国や金融機関から借りるお金

県支出金　　　　　8 億 362 万 2 千円
市が行う特定の事業などに対し県が交付するお金

その他　　　　　　7 億 5630 万円
譲与税、交付金など

一般会計予算額　163億4500万円
　　（前年度比 1 億 1100 万円、0.7% 減）

民生費
138,212 円

総務費
68,828 円

土木費
59,283 円

衛生費
56,078 円

教育費
51,373 円

公債費
33,663 円

農林商工費
11,215 円

消防費
16,067 円

議会費
4,551 円

その他
1,403 円

市民税
46,818 円

固定資産税
49,013 円

軽自動車税
2,192 円

市たばこ税
5,500 円

市民 1 人あたりの市税負担額
103,523 円

市民 1 人あたりに使われるお金
440,673 円

歳入 歳出

　※市民 1 人あたりの金額 = その年度の総合計÷ 37,091 人
（平成 28 年 4 月 1 日現在人口）

民生費
31.4%

土木費
13.5%

教育費
11.7%

衛生費
12.7%

議会費　1.0%

農林商工費　2.5%
消防費　3.7%

その他　0.3%

総務費
15.6%

公債費　7.6%

使用料及び手数料　1.2%

繰入金　8.0%
分担金及び負担金　1.5%

その他　2.4%

市税
23.5%

地方交付税
25.6%

国庫支出金
12.7%

市債
15.6%

県支出金　4.9%
その他　4.6%

依存財源
63.4%

自主財源
36.6%
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会計名 平成 28 年度予算額 平成 27 年度予算額 増減額
国民健康保険特別会計 4,671,000 4,736,000 ▲ 65,000

介護保険特別会計（保険事業勘定） 2,485,500 2,330,300 155,200
（介護サービス事業勘定） 29,200 28,400 800

下水道事業特別会計 1,581,000 1,557,000 24,000
学校給食特別会計 355,100 413,500 ▲ 58,400
住宅新築資金等貸付金特別会計 1,070 1,070 0
霊苑事業特別会計 20,500 24,800 ▲ 4,300
葛城市・広陵町介護認定審査会特別会計 17,000 17,500 ▲ 500
後期高齢者医療保険特別会計 357,500 333,100 24,400

平成 28 年度　特別会計及び水道事業会計予算額

会計名 平成 28 年度予算額 平成 27 年度予算額 増減額

水道事業会計

収益的収入 797,976 829,249 ▲ 31,273
収益的支出 643,936 666,612 ▲ 22,676
資本的収入 20,000 17,000 3,000
資本的支出 328,817 360,632 ▲ 31,815

（単位 : 千円）

市税
市税全体で３８億３９７５万６千円と、前年比６７３８万６千円、

１．８％の増を見込んでいます。
個人市民税は１４億９６１０万円で、給与所得と分離課税所得

の増により、前年比３５５０万円、２．４％の増、法人市民税は
２億４０４３万円で、主要法人の収益増と法人数の増により、前年
比１３５４万円、６．０％の増を見込んでいます。

固定資産税は１８億１７９２万６千円で、大規模施設等の建設に
より、前年比１７８４万６千円、１．０％の増を見込んでいます。

軽自動車税は８１３０万円で、保有台数の増等により、前年比
４５０万円、５．９％の増を見込んでいます。

市たばこ税は２億４００万円で、売り上げ減により、前年比▲

人件費
人件費については２６億８２２７万６千円で、人事院勧告によ

る地域手当及び勤勉手当の増等により、前年比７６６４万５千円、
２．９％の増となっています。
扶助費

扶助費については２７億３７２５万７千円で、制度改正に伴う
保育所運営費の増等により、前年比２９１０万２千円、１．１％の
増となっています。
公債費

公債費は１２億４８５６万円で、前年比１億２０８３万１千円、
１０．７％の増となっています。
義務的経費と投資的経費

義務的経費は６６億６８０９万３千円で、前年比２億２６５７万８千
円、３．５％の増となっています。

投資的経費は３７億６６６９万４千円で、地域活性化事業、新庄北
小学校増築工事、尺土駅前周辺整備事業、吸収源対策公園緑地事業等
の減により、前年比▲３億４１８６万３千円、８．３％の減となってい
ます。

人件費 職員や特別職の給与並びに議員及び各委員会
の委員報酬等

物件費 消耗品や交際費、業務委託料など消費的性質
の経費

維持補修費 公共施設の効用を保全するための経費

扶助費 児童手当、乳幼児・高齢者等の医療費助成や
生活保護費などの経費

補助費等 各種団体への補助金や負担金
普通建設事業費 道路等の整備など建設事業に係る投資的経費

災害復旧事業費 災害によって被害を受けた施設等の復旧に要
する経費

公債費 市債（借入金）の返済金
積立金 基金（貯金）への積立ての経費
繰出金 下水道事業などの特別会計へ繰り出す経費

４００万円、１．９％の減を見込んでいます。
地方交付税

地方交付税は４１億８５００万円を計上していますが、平成２７年度
の実績額や、国の地方財政対策関連資料等を勘案し、前年比１０００万円、
０．２％の増となっています。
繰入金

財 源 調 整 と し て の 基 金 の 取 崩 し 等 を 計 上 し て い ま す が
１３億１０８２万１千円と、前年比３億１６００万３千円、３１．８％
の増となっています。
市債

市債につきましては２５億５４９０万円で、前年比１億３９００万円、
５．８％の増となっています。

平成 28 年度
総額 163 億 4500 万円

平成 27 年度
総額 164 億 5600 万円 （単位 : 千円）

予備費
5,000（0.0%）

予備費
5,000（0.0%）

貸付金
3,500（0.0%）

貸付金
3,500（0.0%）

災害復旧事業費
2,940（0.0%）

災害復旧事業費
2,940（0.0%）

補助費等　1,446,885（8.8%）
公債費　　1,127,729（6.8%）

積立金　　　37,465（0.2%）
維持補修費　104,196（0.7%）

積立金　  　　43,698（0.3%）
維持補修費　  99,042（0.6%）
公債費　　1,248,560（7.6%）
補助費等　1,258,597（7.7%）

主なものは…一般会計の歳入

性質別に見れば…一般会計の歳出

人件費
2,682,276

（16.4%）

人件費
2,605,631

（15.8%）

繰出金
2,199,784

（13.5%）

繰出金
2,258,068

（13.7%）

扶助費
2,737,257

（16.8%）

扶助費
2,708,155

（16.5%）

普通建設事業費
3,763,754

（23.0%）

普通建設事業費
4,105,617

（25.0%）

物件費
2,300,592

（14.1%）

物件費
2,050,814

（12.5%）
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　　　　　　　　　　　　　　　       （新規　15,000 千円）
防災行政無線デジタル化に向け、調査、設計を行います。

⑫防災行政無線デジタル化整備事業		（新規　997,700 千円）
有線放送及びアナログ防災行政無線にかわり、新たに緊
急情報や行政情報を伝達するシステムを構築します。

⑬消防用機器等購入事業																					（新規　1,781 千円）
消防無線のデジタル化により、携帯型の防災行政無線を
購入し、各分団のポンプ車や防災活動車に設置します。

⑭地域防災マップ印刷費																					（新規　5,534 千円）
平成２６年度に各戸配布した防災マップを見直し、全戸
に配布します。

⑮地域防災計画見直し業務委託事業     （新規　8,705 千円）
平成１８年以降制定、改正された法令との調整を行いま
す。

⑯奈良県総合防災情報システム負担金	（新規　16,635千円）
奈良県、市町村、消防及び消防機関とつないでいるシス
テムの老朽化に伴い、今後の大規模災害に備え強固なネッ
トワークの再整備を県が各市町村から負担金をとって構
築します。

⑰防災用具等整備事業補助　　　　　　（新規　4,400千円）
大字で災害対策用備品を購入することに対して補助金を
交付します。

⑱防災士育成事業補助                          （新規　660 千円）
県の研修を受講し、防災士の資格を取得する方に対して、
教本代、試験受験料等の補助を行います。

4	環境
①すむなら葛城市住宅取得事業補助　  （継続　3,000 千円）
市の定住人口の増加及び地域経済の活性化を図るため、
市内において自ら居住するための住宅を取得した者に対
して補助金を交付します。

②新エネルギー等システム設置補助事業（継続　5,000 千円）
住宅用太陽光発電システム、家庭用燃料電池コージェネ
レーションシステム設置に係る補助を行います。

③新クリーンセンター建設事業　　 （継続　707,176 千円）
平成２９年４月稼働に向け、新クリーンセンターの建設
工事を進めるとともに稼働後予定している新庄クリーン
センター解体工事の準備を進めます。

④吸収源対策公園緑地事業　　　　 （継続　168,900 千円）
地球温暖化対策の一層の推進を図るため、温室効果ガス
吸収源対策に資する公園緑地の整備または公共施設の緑
化を推進します。

⑤ごみ減量対策事業                          （新規　1,362 千円）
ごみ減量キャンペーン、イベントを開催します。

⑥公共施設再生エネルギー等導入事業（補助事業）
																																																			（新規　29,000 千円）
災害時拠点施設に太陽エネルギー、蓄電池等を設置しま
す。

⑦公園施設長寿命化計画策定業務委託事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　（新規　11,000 千円）
公園施設の長期間にわたる機能の発揮を目的に、予防保
全的な維持管理を推進するため、適切な公園施設の維持
管理を実施し、施設の長寿命化を実現するための計画を
策定します。

5	基盤整備
①職員研修事業　　　　　　　　　  　（継続　5,898 千円）
市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所、市
町村総合事務組合研修等の従来の研修機関での研修に加
え、年間を通じて市の実情に即した内容の研修を実施し、
職員の資質と対応能力の向上を図ります。また、人材育
成強化業務により職員に必要な知識や能力を職場で育む
組織風土の醸成と人材強化を図ります。

②市民活動支援事業　　　                 （継続　1,000 千円）
市民との協働によるまちづくりを推進し、魅力のあるま
ち・葛城市を実現するため、市民公益活動団体が提案及
び実施する事業に対し補助を行います。

③第２次総合計画策定業務委託事業　  （継続　9,386 千円）
第２次総合計画策定業務を進めます。

④尺土駅前周辺整備事業　   　　    （継続　289,000 千円）
道路及び広場用地購入、道路改良工事、鉄道駅バリアフ

リー化等を進めます。
⑤国鉄・坊城線整備事業　　　　　  （継続　104,000 千円）
道路用地購入及び道路改良工事等を進めます。

⑥社会資本道路改良事業　　　　    （継続　156,000 千円）
葛城川東側線、中道諸鍬線、脇田・梅室線の測量設計委託、
道路改良工事等を進めます。

⑦立地適正化計画策定業務委託事業     （継続　4,600 千円）
少子高齢化や人口減少を背景として、安心できる健康で
快適な生活環境の実現と持続可能な都市の形成を目指し、
主要な鉄道駅等を拠点として、住居や医療・福祉施設等
を緩やかにコントロールし、理想とするコンパクトなま
ちづくりを進めるための立地適正化計画を策定します。

⑧新町スポーツゾーン計画設計　　   （継続　33,270 千円）
東京２０２０オリンピック・パラリンピック開催に合わ
せ、キャンプ地招致候補を目指し、新町運動公園周辺施
設のリニューアル計画及び設計を行います。

⑨新地方公会計制度導入支援業務　　  （新規　9,000 千円）
全国的な統一基準に基づく新地方公会計制度を導入しま
す。

⑩公共施設等総合管理計画策定業務委託事業  
　　　　                                         （新規　8,349 千円）
この業務委託は、今後予想される、維持更新費用による財
政負担を軽減・平準化するため、建築物を始め道路、橋梁、
上下水道等のインフラも含めた全ての公共施設を総合的
かつ計画的な管理を推進するための計画を策定します。

⑪市有財産固定資産台帳整備業務委託事業
　　　　　　　　　　　　　	　　　		（新規　13,274 千円）
全国的な統一基準に基づく新地方公会計制度導入に伴い、
市有財産の資産評価を行う既存の公有財産台帳の機能の
拡充を図ります。

⑫航空写真画像作成業務委託事業　　  （新規　4,374 千円）
平成３０年度固定資産評価替えのためのデジタル航空写
真撮影

⑬固定資産標準宅地鑑定評価業務委託事業（新規　9,504 千円）
平成３０年度固定資産評価替えのための標準年度の鑑定

⑭コンビニ交付導入事業　　　　　　（新規　49,225 千円）
個人番号カードを用いてコンビニエンスストア等で、住
民が市区町村発行の住民票の写し及び印鑑登録証明書そ
の他の各証明書を入手できるサービスを構築します。

⑮都市計画マスタープラン策定業務委託事業（新規　8,000 千円）
市町村自ら定める都市計画の方針として、まちづくりの
具体性のある将来ビジョンを定めるもので、平成１９年
３月に策定の都市計画マスタープランにおいて、目標年
次を平成２８年としていることから、現計画の検証並び
に総合計画、立地適正化計画との整合を図るため改定策
定を行います。

⑯電柱類地中化検討資料作成業務委託事業（新規　9,000千円）
無電柱化を推進するに当たり、電柱類の地中化状況等を
把握し、今後の電柱類地中化方針等を検討するための基
礎資料を作成します。

6	産業・観光
①中小企業資金融資制度　　　　　　		（継続　6,214 千円）
中小企業資金融資枠を 3億円として、中小企業経営者を
支援するため、融資に伴う利子補給や保証料等の助成を
行います。

②地域活性化事業　　　　　　　    （継続　142,000 千円）
市の観光のＰＲ、商工業、農業の活性化を図る等、多様
な機能をあわせ持った「葛城市道の駅かつらぎ」の本年
秋オープンに向け、周辺道路整備工事等を進めます。

③木育推進事業                                （新規　4,143 千円）
木材や森林との関わり合いから、知育・徳育・体育の３
つの側面を効果的に育む取組を行います。

④奈良盆地周遊型ウォークルート案内サイン整備事業
（新規　16,972 千円）

奈良県及び奈良盆地内の関係市町村と協働し、市町村界
を越えたウォークルートを設定し、統一的な案内サイン
を整備します。
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1 子育て
①子ども医療費助成事業　　　　　　   （継続　48,500千円）
子育て家庭への経済的な支援の一環として、平成２６年度
から子ども医療費の対象年齢を小学校卒業までから中学校
卒業までとし、その助成の範囲についても入院と歯科診療
分に限っていたものを入院、通院の全ての医療費を対象と
して助成します。

②未熟児医療費給付事業　　　　　  　   （継続　7,700千円）
母子保健法に基づき、未熟児養育医療費を給付します。

③児童手当　　　　　　　　　　　    （継続　703,200千円）
国の制度に準じた額で支給します。

④妊婦健康診査公費負担事業　　         （継続　29,490千円）
母体や胎児の健康確保を図る上で、重要な妊婦健康診査の
公費負担（１４回）を行い、健やかな妊娠と安定した出産
を支援します。

⑤児童安全下校指導業務委託事業　　     （継続　4,518千円）
子どもの安全を確保できる地域づくりを行うために、シル
バー人材センターに委託して、毎日１５人体制で下校時間
に合わせての引率や安全指導を実施して子どもの安全を守
ります。

⑥学校運営協議会設置事業（小学校）　      （継続　921 千円）
市内小学校に学校運営協議会を設け、学校・保護者・地域
が一体となって子育てに当たる取組を推進します。

⑦小学生スポーツ教室委託事業　　　     （継続　1,800 千円）
市内全小学校の 5年生を対象に、日本サッカー協会よりア
スリートの派遣を仰ぎ、＜夢をもつこと＞＜協力すること
＞の大切さをゲーム及び講話を通じて指導願います。

⑧教育講演会実施事業　　　                 （継続　1,000 千円）
中学生を対象に将来への夢や希望を育むため、様々な分野
でご活躍中の方を招き、講演会を開催します。

⑨学校・地域パートナーシップ事業  　   （継続　3,000 千円）
学校教育の充実と地域・家庭の教育力の向上を図るため、小・
中学校に学校支援地域コーディネーターを配置し、学校支
援ボランティアの派遣等を行いながら、学校の環境整備支
援活動等の推進を図るとともに、各学校の「学校運営協議会」
と連携しながら、学校・家庭・地域が協働して地域教育力
の向上につながる仕組みを構築します。

⑩スポーツ講演会委託事業　　　　　     （継続　1,000 千円）
子どもたちに夢を与えられるよう、プロの選手とともにス
ポーツすることを通じてスポーツの楽しさや醍醐味を感じ
技術を身につけていただくため、トップアスリートに講演
や実技指導を依頼します。

⑪新庄北小学校区学童保育所増築工事   （新規　58,814 千円）
利用人数の増加による学童保育所の増築工事を行います。

⑫こども・若者サポートセンター管理運営事業   （新規　71,447 千円）
就学前から就労までの子ども・若者の子育て、教育、不登校、
ニート、ひきこもり等相談窓口の一元化を図りサポートし
ます。

⑬「わたしたちの葛城市」改訂版作成事業  （新規　1,755 千円）
小学校社会科副読本「わたしたちの葛城市」の改訂版を制
作します。

⑭学校施設整備事業　　　　　　　    （新規　420,764 千円）
・新庄小学校配膳室新築工事　新庄北小学校校舎改修工事
・中学校空調設備設置工事　白鳳中学校南棟防水改修工事
・新庄北幼稚園園舎増築工事　忍海幼稚園園舎改修工事　
・各学校幼稚園改修工事等

⑮学校運営協議会設置事業（中学校）　　   （新規　360 千円）
市内中学校に学校運営協議会を設け、学校・保護者・地域
が一体となって子育てに当たる取組を推進します。

⑯３歳児保育備品購入事業　　														（新規　5,917 千円）
新庄・忍海・新庄北幼稚園３歳児保育に伴う備品を購入し
ます。

2	福祉
①自立支援給付事業　　　　　　　    （継続　485,210 千円）
介護給付・訓練等給付・自立支援医療（更生医療・育成医療）
給付・補装具給付・計画相談支援給付・障害者一時保護措
置費等により支援を行います。

②地域生活支援事業　　　　　　　　　（継続　52,455 千円）

地域活動支援センター事業・障害者相談支援事業・移動
支援事業・日中一時支援事業・日常生活用具給付等によ
り地域に合った支援を行います。

③障害児通所給付事業　　　　　　　（継続　85,236 千円）
児童発達支援・医療型児童発達支援・放課後等デイサー
ビス・障害児相談支援給付等により支援を行います。

④臨時福祉給付金給付事業　　　　   （継続　48,560 千円）
消費税率引き上げに伴い、市町村民税非課税の方かつ課
税されている方の扶養親族となっていない方に臨時措置
として３，０００円を給付し、給付金支給対象者のうち
６５歳未満で障害基礎年金または遺族基礎年金を受給し
ている方には３０，０００円を加算して給付します。

⑤総合型地域スポーツクラブ助成事業（ 継続　1,200 千円）
子どもから高齢者までの広い年齢層が競技としてのス
ポーツではなく、健康で長生きできるよう健康増進及び
体力維持を図るとともに、地域のコミュニケーションの
活性化に貢献できるよう、引き続きスポーツクラブの設
立に向け取り組んでまいります。

⑥バス現在位置情報システム構築委託事業  （新規　3,588千円）
利用者及び事業管理者に対して、バスの位置を提供確認
することにより、運行の効率化を図ります。

⑦ご当地体操制作業務委託事業　　　 	（新規　2,000 千円）
健康で長生きを目指し、生活習慣病や介護予防のため、
本市のまつりや文化・特産物にちなんだ体操を制作しま
す。

3	安全・安心
①消費生活相談事業　　　　　　　　  （継続　1,212 千円）
市民を対象に悪質商法のトラブルや苦情処理等の消費者
問題の相談を行う「消費生活相談」を毎週 1回実施します。

②幼児 2 人同乗用自転車購入費補助事業
                                                     （継続　1,600 千円）
「幼児 2人同乗用自転車」が道路を走ることができるよ
うになったことを受け、安全基準に適合する自転車購入
者に対し、購入価格の 2分の 1（上限 4万円）を補助し、
子育て家庭の経済的な負担を軽減するとともに、幼児が
同乗する自転車の交通事故の防止に努めます。

③各種検診事業　                          （継続　30,675 千円）
胃がん等の早期発見・早期治療のため各種検診を実施し
て、市民の健康づくりを推進します。また、特定の年齢
に達した方に子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン券
の配布による受診勧奨を行い、受診率の向上に努めます。

④特定健診及び特定保健指導事業　　（継続　33,649 千円）
生活習慣病の予備軍を早期に発見するための健康診査を
実施し、保健指導の対象者には健康教育、健康相談、各
所講座を積極的に開催し、生活習慣病の予防を一層強化
します。

⑤流域対策施設整備事業　               （継続　22,000 千円）
急激な市街化による保水力の低下に対応すべく、流域の
保水 ･遊水機能を積極的に保全し、河川への急激な流出
を抑制する総合治水対策として、尺土池の整備工事と新
庄第１健民運動場の測量設計委託を行います。

⑥既存木造住宅耐震診断支援事業　　　  （継続　500 千円）
安全・安心なまちづくりを進めるため、旧耐震基準（昭
和５６年以前）において建築された既存木造住宅の耐震
性能を市委託の診断員が調査を行い、耐震診断費用を公
費負担します。

⑦既存木造住宅耐震改修工事補助事業　  （継続　900 千円）
安全・安心なまちづくりを進めるため、旧耐震基準（昭
和５６年以前）において建築された既存木造住宅で構造
評点が１．０未満の耐震改修工事に対し、耐震改修費用の
一部を助成します。

⑧市営磐城駅前自転車等駐車場修繕工事他 （新規　3,000千円）
磐城駅前自転車等駐車場の老朽化による雨漏り修繕工事、
樋取替工事、防護柵補強工事、防水工事を行います。

⑨防犯カメラシステム設置事業  　　　（新規　3,425 千円）
犯罪抑止のため、市内の危険と思われる場所に防犯カメ
ラを設置します。

⑩街灯設置事業                                （新規　1,000 千円）
大字間、通学路、交通・防犯面で危険と思われる場所に
街灯の設置を経年的に実施します。

⑪防災行政無線デジタル化に伴う調査設計等委託事業

平成 28年度の主な事業の内容（予算額）
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本
日
、
平
成
28
年
第
１
回
葛
城
市
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
議
員
各
位

の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
平
素
か
ら
市
政
の
推
進
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
諸
議
案
の
ご
審
議
に
先
立
ち
ま
し
て
、

平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
は
も
と
よ
り
市
制
施

行
以
来
本
市
の
歩
ん
で
き
た
足
跡
や
、
今
後
目

指
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
私
の
所
信
を
申
し

述
べ
、
改
め
て
議
員
の
皆
様
並
び
に
市
民
の
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

合
併
市
と
し
て
の
事
業
展
開

平
成
16
年
の
合
併
か
ら
12
年
目
を
迎
え
、
今

振
り
返
り
、
こ
れ
ま
で
の
新
市
建
設
計
画
事
業
の

進
捗
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
ま
ず
合
併
前
半
は
市

内
小
・
中
学
校
の
校
舎
、
屋
内
運
動
場
の
地
震

補
強
・
大
規
模
改
造
工
事
を
優
先
に
事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
が
市
政
を
預
か

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
平
成
20
年
代
か
ら
は
、

市
民
の
要
望
に
お
応
え
す
る
形
で
、
地
域
福
祉

充
実
の
た
め
の
「
磐
城
第
２
保
育
所
」
の
整
備

工
事
、
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
の
「
新
庄
小

学
校
附
属
幼
稚
園
」
の
園
舎
改
築
工
事
、
ま
た

昨
年
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
も
対
応
し
た
給
食
を

提
供
で
き
る
「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
平
成
28

年
度
末
に
完
成
目
前
の
「
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
」
や
、
今
年
秋
オ
ー
プ
ン
の
地
域
活
性
化
「
新

道
の
駅
か
つ
ら
ぎ
」
事
業
、
ま
た
都
市
基
盤
整

備
で
は
「
尺
土
駅
前
周
辺
整
備
事
業
」
や
「
国
鉄・

坊
城
線
整
備
事
業
」
な
ど
、
新
市
建
設
計
画
に

謳
わ
れ
た
諸
事
業
の
進
捗
を
積
極
的
に
図
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
事
業
を
進
め
る
に
は
、
財
源
の
確
保

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
合
併
以
降
の
財
政
を

と
り
ま
く
状
況
は
、
三
位
一
体
の
改
革
を
始
め
、

度
重
な
る
政
権
交
代
に
よ
る
政
策
の
変
遷
な
ど

に
よ
り
、
決
し
て
楽
な
舵
取
り
で
は
な
か
っ
た

訳
で
す
が
、
ま
ず
事
業
進
捗
に
あ
た
っ
て
は
、

積
極
的
な
補
助
金
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
、

そ
れ
に
加
え
て
、
合
併
特
例
債
な
ど
を
始
め
と

平成 28 年度
施政方針

葛城市長

山 下　和 弥

す
る
元
利
償
還
金
の
大
半
が
後
年
度
の
地
方
交

付
税
に
算
入
さ
れ
る
非
常
に
有
利
な
起
債
を
活

用
し
、
ま
た
、
よ
り
有
利
な
起
債
へ
組
み
替
え

を
行
う
な
ど
、
市
の
財
政
の
負
担
を
少
し
で
も

減
ら
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
加
え

て
、
こ
の
間
、
国
や
県
の
情
報
を
他
団
体
よ
り

も
い
ち
早
く
収
集
し
、
い
ち
早
く
行
動
を
起
こ

し
て
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
国
の
臨
時
交

付
金
を
最
大
限
に
う
ま
く
活
用
を
図
り
、
市
の

持
ち
出
し
財
源
の
軽
減
を
図
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
市
建
設
計
画
事
業
を
始
め
諸
事
業
を
う
ま
く

時
代
の
波
に
乗
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
事
業
を
進
め
な
が
ら
も
、
市
の

ふ
と
こ
ろ
、
貯
金
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
基

金
の
残
高
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
直
後
に
は

36
億
円
余
り
あ
っ
た
積
立
基
金
の
残
高
は
、
平

成
20
年
度
に
は
約
18
億
円
と
半
減
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

国
の
補
助
金
の
確
保
、
臨
時
交
付
金
の
最
大
限

の
活
用
、
合
併
特
例
債
を
は
じ
め
と
す
る
交
付

税
算
入
の
割
合
が
高
い
起
債
を
活
用
す
る
な
ど

の
財
政
運
営
が
功
を
奏
し
、
平
成
26
年
度
末
に

お
け
る
基
金
残
高
は
、
56
億
円
余
り
と
平
成
20

年
度
末
か
ら
す
る
と
約
３
倍
の
残
高
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
新
市
建
設
事
業
を
始
め
、
諸
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
地
方

債
の
借
入
残
高
は
、
平
成
17
年
度
末
の
１
２
０
億

円
余
り
か
ら
、
平
成
26
年
度
末
で
は
１
５
５
億

円
余
り
に
ま
で
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
借
入
金
の
返
済
に
要
す
る
市
の
純
粋
な
負

担
額
は
、
平
成
17
年
度
末
で
は
60
億
円
余
り
で

あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
26
年
度
末
で
は
33
億
円

余
り
と
な
り
、
借
入
金
残
高
は
増
加
い
た
し
ま

し
た
が
、
市
の
持
ち
出
し
額
は
約
半
分
と
な
っ

て
お
り
、
良
好
な
財
政
運
営
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
は
合
併
以
来
、
県
内
初
の
合
併
団
体
と

し
て
、
積
極
的
に
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
つ

つ
も
、
合
併
を
原
因
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
決
し
て
招
か
ぬ
よ
う
に
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
多
く
の
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
に
つ
き
ま
し
て
次
に

申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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高
齢
化
・
少
子
化
社
会
へ
の
対
応

我
が
国
は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
超
高
齢

社
会
に
突
入
し
て
い
る
と
と
も
に
、
先
月
発
表

さ
れ
ま
し
た
国
勢
調
査
の
速
報
値
で
、
初
め
て

国
全
体
と
し
て
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
た
と

報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
例
外
で
は
な
く
、
人
口
の
減
少
こ
そ
な
い
も

の
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
、
合
併
時
に
は

約
18
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で

は
25
パ
ー
セ
ン
ト
強
と
近
年
急
速
に
上
昇
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
超
高
齢
社
会
と
少
子

化
は
、
社
会
単
位
と
し
て
の
集
落
の
維
持
と
い

っ
た
面
で
困
難
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
新
た
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
一
つ

と
し
て
、「
集
落
生
活
圏
」
の
維
持
を
図
る
た
め

の
施
策
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
昨
今
の
交
通
事
情
を
背
景

と
し
て
、
民
間
の
公
共
交
通
機
関
が
事
業
縮
小

に
よ
り
撤
退
し
て
い
く
な
か
で
、
本
市
独
自
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
再
構
築
を
行
い
ま

し
た
。
以
前
よ
り
も
路
線
数
や
停
車
場
所
を
増

や
し
、
市
内
主
要
施
設
や
観
光
拠
点
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
さ
ら
に
容
易
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
皆
様
、
と
り
わ
け
高
齢
者
や
身
体
の
不
自

由
な
方
々
に
は
で
き
る
だ
け
の
配
慮
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
・
地
域
活
性
化
等
、
地
域
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
総
務
省
が
推

進
す
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
参
画

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
積
極
的
に
活
用
し
た
「
買
物
支
援
」
や
「
健

康
支
援
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
主
体
と

し
た
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
機
能
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

ハ
ー
ド
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
ソ
フ
ト
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
利
便
性
を
向
上
さ
せ
「
高
齢
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
す
す
め
、
ご
高
齢

の
方
々
に
益
々
健
康
で
長
生
き
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
う
施
策
に
よ
り
、
お
元
気
に
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
医
療
費
や
介
護
に
要
す
る

費
用
が
減
少
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
極
端
な
少
子
高
齢
化
は
将
来
の
税
収

の
減
少
に
加
え
て
、
一
方
で
は
医
療
費
や
介
護

な
ど
高
齢
化
施
策
に
要
す
る
費
用
の
増
大
を
招

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
高
齢
者

を
支
え
る
若
年
層
で
、
い
わ
ゆ
る
稼
働
世
帯
の

増
加
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。そ

こ
で
少
子
高
齢
化
の
流
れ
に
対
し
少
し
で

も
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
施
策
と
し
て
「
稼

働
世
帯
や
子
育
て
世
帯
の
定
住
化
の
促
進
」
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
す
む
な
ら
葛
城
市
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
ち
、
市
内
で
住
宅
を
建

築
さ
れ
た
場
合
に
補
助
金
を
支
給
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ま
れ
る
場
合
に

は
、
こ
の
施
策
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
て
い
る
市

内
４
つ
の
金
融
機
関
の
協
力
に
よ
り
金
利
の
割

引
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た

こ
れ
ら
の
施
策
と
併
せ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
県

内
で
は
12
市
で
唯
一
実
施
し
て
い
る
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
や
、
上
下
水
道
料
金
を

は
じ
め
と
し
た
公
共
料
金
の
低
さ
も
、
今
後
は

「
住
み
よ
い
ま
ち
」
と
し
て
、
若
年
層
に
お
け
る

定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大

い
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

行
財
政
改
革

以
上
の
よ
う
な
社
会
基
盤
の
整
備
や
高
齢
化

対
策
等
に
か
か
る
積
極
的
な
財
政
支
出
は
、
市

税
や
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
し
た
歳
入
の
伸

び
に
反
す
る
形
で
近
年
飛
躍
的
に
増
大
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
行
財
政
改
革

が
必
須
と
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
合
併
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
行
財
政
改
革
の
一

環
と
し
て
、
施
設
整
備
や
そ
の
効
率
的
な
利
活

用
を
図
る
た
め
に
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

に
関
す
る
基
本
計
画
を
現
在
策
定
中
で
ご
ざ
い

ま
す
。
本
計
画
に
お
け
る
一
貫
し
た
考
え
方
と

し
て
「
サ
ー
ビ
ス
保
存
の
原
則
」
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
施
設
保
有
量
が
減
少
し
て

も
「
サ
ー
ビ
ス
の
総
量
は
保
持
」
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
、
先
に
述
べ
ま
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
ま
た
後
ほ
ど
触
れ
さ
せ
て
い

た
だ
く
『
市
民
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
』
等
の
活
用
も

そ
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
以
上
の
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
対
策
に

対
し
、
行
政
に
お
け
る
ソ
フ
ト
面
、
特
に
「
事
務

の
効
率
化
」
を
図
る
た
め
の
施
策
も
併
せ
て
実

施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
３
社
の
民
間
企

業
の
社
員
の
方
に
「
行
政
実
務
研
修
員
」
と
し

て
お
い
で
い
た
だ
き
、
人
材
交
流
を
と
お
し
て

民
間
企
業
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
採

り
入
れ
、「
５
Ｓ
運
動
」
や
「
備
品
管
理
」
の
効

率
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、「
官

民
一
体
と
な
っ
た
行
財
政
改
革
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
約
４
年
前
か
ら
「
基
幹
シ
ス
テ
ム
」

を
は
じ
め
各
種
業
務
に
か
か
る
情
報
シ
ス
テ
ム

を
、
本
市
を
含
め
た
２
市
５
町
で
共
同
利
用
す
る

い
わ
ゆ
る
「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
」
を
積
極
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
以

前
の
よ
う
に
単
独
で
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
た
時
と
比
べ
、
そ
の
維
持
管
理
に
要
す
る

費
用
な
ど
毎
年
約
１
億
円
も
の
額
を
節
減
す
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て

節
減
で
き
た
財
源
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

た
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
制
度
を
中
学
生
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
に
充
て
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
と
い
う
形
で
還
元
し
、
若

年
層
の
定
住
化
の
促
進
に
も
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

地
域
活
性
化
（
観
光
振
興
・
財
源
確
保
）

こ
れ
ま
で
皆
様
方
と
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た

数
多
の
施
策
や
社
会
基
盤
を
さ
ら
に
維
持
改
善

し
て
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
行
財
政
改
革
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
や
は

り
安
定
的
な
財
源
の
確
保
が
必
須
と
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
か
ね
て

よ
り
積
極
的
に
企
業
誘
致
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
昨
年
９
月
に
、
化
粧

品
会
社
が
市
内
に
お
い
て
奈
良
工
場
と
し
て
操

業
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
税
収
面
や
雇

用
面
は
も
と
よ
り
地
域
の
活
性
化
と
い
う
面
に

お
い
て
も
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
情
報
を
キ
ャ

ッ
チ
し
、
ま
た
私
ど
も
か
ら
も
積
極
的
に
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
優
良
な

企
業
の
誘
致
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
一
方
で
は
、
本
市
の
観
光
資
源
を
積
極

的
に
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

11
月
に
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
市
内
外
の
芸

術
家
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
方
々
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の
協
力
を
得
ま
し
て
、
當
麻
寺
や
そ
の
周
辺
を

舞
台
に
「
葛
城
発
信
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」

を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
か
げ
さ
ま
で
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２

月
28
日
に
は
「
相
撲
発
祥
の
地
」
と
さ
れ
る
本

市
を
は
じ
め
香
芝
市
や
桜
井
市
と
兵
庫
県
た
つ

の
市
と
連
携
し
て
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光

振
興
の
端
緒
と
な
る
べ
く
広
域
で
の
「
相
撲
サ

ミ
ッ
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
否
の
鍵
を

握
る
の
が
、
先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
単
に
日
常
の

交
通
手
段
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
市
内
の
観

光
拠
点
を
結
ぶ
交
通
手
段
と
い
う
点
で
、
本
市

の
観
光
振
興
に
お
い
て
、
無
く
て
は
な
ら
な
い

社
会
基
盤
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
今
秋
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
奈
良
県
で

唯
一
の
重
点
道
の
駅
と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
道

の
駅
か
つ
ら
ぎ
」
が
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て

の
位
置
づ
け
を
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
南
阪
奈

道
路
を
介
し
た
大
阪
府
と
の
好
立
地
と
い
う
地

理
的
条
件
も
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
市

が
有
す
る
多
く
の
観
光
資
源
を
生
か
す
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）
の
取
り

込
み
に
も
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
今
後
は
、
観
光
施
設
周

辺
の
景
観
維
持
、
防
災
及
び
交
通
安
全
の
観
点

か
ら
「
無
電
柱
化
」
の
計
画
を
実
現
す
る
べ
く
、

全
国
組
織
と
し
て
電
線
の
地
下
埋
設
を
進
め
る

「
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
市
区
町
村
長
の
会
」
の

会
長
と
し
て
先
日
、
内
閣
総
理
大
臣
に
直
接
要

望
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
先

日
「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
『
働
く
世
代
が
住
み
や
す

い
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
』」
に
お
き
ま
し
て
、
葛
城

市
は
全
国
８
１
３
市
区
中
「
第
30
位
」、
近
畿
地

方
で
は
、
な
ん
と
「
第
１
位
」、
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
評
価
は
「
人
口
増
減
率
」
や
「
財
政

力
指
数
」
等
の
25
の
公
式
統
計
を
も
と
に
算
出

さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
個
々
の
主
観
に
は
左
右

さ
れ
な
い
非
常
に
客
観
的
な
指
標
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
ま
た
こ
の
評
価
は
、
先
達
が
こ
れ
ま

で
築
い
て
こ
ら
れ
た
礎
の
う
え
に
成
り
立
つ
も

の
で
、
一
朝
一
夕
に
は
成
し
得
な
い
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
栄
誉

を
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
さ
ら
に
胸
を
張
っ
て

『
葛
城
市
を
日
本
一
の
ま
ち
へ
！
』
の
実
現
を
目

指
し
、
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
合
併
以
来
の
取
り
組
み
の
成
果
や
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
今
後
の
課
題
の
解
決
に
向
け

て
の
具
体
的
な
施
策
の
中
で
も
新
年
度
、
特
に

中
核
を
な
す
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
を
申
し
上

げ
ま
す
。

健
や
か
な
子
供
た
ち
を
育
み
ま
す

子
育
て
を
す
る
な
ら
、「
ぜ
ひ
葛
城
市
で
！
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
様
々
な
施
策

を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
こ
ど
も
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
）

こ
れ
ま
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
幼
児
の
発
達
や
保

育
に
関
す
る
相
談
は
「
保
健
福
祉
部
」、
児
童
生

徒
の
教
育
や
健
全
育
成
、
ま
た
青
少
年
を
含
む

ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
等
に
関
す
る
相
談
は
「
教

育
委
員
会
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
が
別
々

に
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
新
年
度
か
ら

は
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の
子
ど
も
子
育
て
に
関
す
る
す
べ
て
の
相

談
窓
口
を
一
本
化
す
る
た
め
、
當
麻
保
健
セ
ン

タ
ー
に
「
こ
ど
も
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
い
た
し
ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
青
少
年
に
至
る
ま
で
一
人
ひ
と

り
が
健
や
か
に
成
長
し
、
社
会
を
担
っ
て
い
け

る
よ
う
に
保
育
士
・
保
健
師
・
臨
床
心
理
士
・

社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
を
配
置
し
、
乳
幼
児

期
か
ら
就
学
・
就
労
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
関
西
大
学
や
「
葛
城

市
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
」
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
子
育
て
期
に
お
い

て
、
す
べ
て
の
妊
婦
さ
ん
が
安
全
安
心
な
出
産

や
子
育
て
が
で
き
、「
若
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち
」

と
な
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
の
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
も
併
せ
て
担

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
母
親
雇
用
支
援
事
業
）

市
内
の
子
育
て
世
帯
へ
の
雇
用
支
援
と
し
て
、

市
内
在
住
の
お
母
さ
ん
方
が
子
ど
も
の
そ
ば
で

短
時
間
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
拠
点
を
市
内

に
新
た
に
整
備
い
た
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
託

児
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し
た
オ
フ
ィ
ス
を
構
築
し
、

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
都
市
部
の
仕
事
を
受

注
す
る
こ
と
で
、
お
母
さ
ん
方
が
子
ど
も
を
預

け
な
が
ら
２
～
３
時
間
か
ら
で
も
働
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
子
育
て
世
代
の
出
産
・
子
育
て

に
対
す
る
財
政
的
な
支
援
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

お
母
さ
ん
方
の
井
戸
端
を
形
成
し
、
お
母
さ
ん

同
士
の
交
流
を
通
じ
た
出
産
へ
の
不
安
の
軽
減

を
図
る
こ
と
も
意
図
し
て
お
り
ま
す
。

（
保
育
所
事
業
）

保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
立
と
私
立
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
磐
城
第

２
保
育
所
と
華
表
保
育
園
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し

て
い
る
「
一
時
預
か
り
事
業
」
に
お
い
て
、
そ

の
利
用
料
金
を
一
律
と
す
る
引
き
下
げ
を
行
い

ま
す
。

（
教
育
環
境
の
充
実
）

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学
習
で
き
る
教
育
環

境
の
充
実
と
、
快
適
な
学
習
環
境
を
整
え
学
習

意
欲
の
向
上
と
集
中
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
新
年
度
は
両
中
学
校
の
全
普
通
教
室
と
特

別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
い
た
し
、
次
年
度

は
小
学
校
で
の
設
置
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
新
庄
地
区

の
新
庄
小
学
校
附
属
幼
稚
園
、
忍
海
小
学
校
附

属
幼
稚
園
、
新
庄
北
小
学
校
附
属
幼
稚
園
の
３

幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
も
３
歳
児
保
育
を
実
施

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
こ
の
３
歳
児
保
育

の
開
始
は
、
先
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
策
定
に
か
か
る
ニ
ー
ズ
調
査
、
ま
た
、

か
ね
て
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

市
民
の
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
と
と
も

に
、
就
学
前
の
幼
稚
園
教
育
の
充
実
を
図
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
３
歳
児
保
育
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
新
庄
北
小

学
校
附
属
幼
稚
園
の
保
育
室
の
増
築
工
事
、
忍

海
小
学
校
附
属
幼
稚
園
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
等

の
施
設
整
備
も
併
せ
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
校
教
育
の
充
実
）

【
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
と

の
授
業
連
携
】

国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
実
施
し
て
お
り
ま
す
学
校

教
育
支
援
を
市
内
全
小
学
校
に
導
入
し
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
の
研
究
者
や
技
術
者
、
教
職
経
験
者
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
を
い
た
だ
き
、
学
ぶ
こ
と

の
楽
し
さ
、
知
識
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
の
う

れ
し
さ
を
味
わ
い
児
童
の
心
に
火
を
つ
け
る
授

業
実
践
を
行
い
ま
す
。	

【
葛
城
市
と
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
が
繋
が
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」】

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
日
本
大
学
の
協
力
に
よ
り
、

葛
城
市
の
子
ど
も
た
ち
が
テ
レ
ビ
電
話
を
通
し

て
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
活
躍
す
る
方
々
の
授
業

を
受
け
る
取
組
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
に
立
ち
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り

を
持
ち
、
将
来
へ
の
展
望
を
深
め
る
良
い
機
会

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
新
年
度
は
新
庄
小

学
校
で
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
が
世
界
を
身
近

に
感
じ
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

（
市
民
の
安
全
の
確
保
）

全
国
的
に
市
民
、
と
り
わ
け
子
ど
も
、
女
性
、

高
齢
者
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
後
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施 政 方 針
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
犯
罪
に
対
す
る
市
民
の
不
安

を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
行
政
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
に

対
す
る
意
識
を
持
つ
と
と
も
に
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
取
り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
新
設
が
進
ま
な
か
っ
た

大
字
間
の
街
灯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通
学
路
、
交

通
事
故
多
発
地
点
、
防
犯
上
特
に
必
要
な
個
所

等
に
お
け
る
緊
急
性
を
勘
案
し
、
計
画
的
か
つ

継
続
的
に
設
置
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
て
犯
罪
の
抑
止
と
事
件

解
決
の
手
掛
か
り
と
し
て
非
常
に
有
効
と
さ
れ

て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
も

３
个
年
計
画
で
50
台
程
度
設
置
で
き
る
よ
う
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
自
然
災
害
や
火
災
等
へ
の
安
全
性
の
向
上
）

近
年
発
生
し
て
い
る
大
規
模
災
害
を
教
訓
と

し
て
、
通
信
・
伝
達
手
段
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

多
様
化
・
高
度
化
す
る
配
信
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対

応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
防
災
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
老
朽
化
し
て
い
る
有
線
放
送
と
ア
ナ

ロ
グ
防
災
行
政
無
線
を
統
合
し
、
新
た
に
様
々

な
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
や
拡
張
性
の
あ
る
「
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
」
を
整
備
し
、
災
害
時

に
迅
速
な
情
報
伝
達
や
連
絡
体
制
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
に
対
す
る
「
自
助
」「
共
助
」
の

必
要
性
に
対
す
る
専
門
的
な
意
識
、
知
識
及
び

技
術
を
有
し
、
地
域
の
防
災
活
動
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
担
う
「
防
災
士
」
の
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。「
防
災
士
」
は
、
社
会
の
様
々
な

場
で
減
災
と
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動
を
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
自
主
防
災
組
織
に
積
極
的
に

参
加
を
求
め
、
各
地
域
で
の
避
難
訓
練
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
頂
く
た
め
育
成
補
助
を

行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
性
消
防
団
を
新
た
に
結
成
し
、

火
災
予
防
・
地
域
防
災
に
関
す
る
広
報
や
指
導
、

応
急
手
当
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
利
用
）

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
構
築
事
業
】

住
民
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
情
報

端
末
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
市

区
町
村
か
ら
住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑
登
録
証

明
書
そ
の
他
の
各
種
証
明
書
に
係
る
デ
ー
タ
を

取
り
寄
せ
、
情
報
端
末
で
印
刷
さ
れ
た
当
該
証

明
書
を
入
手
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
よ
っ

て
、
市
民
の
皆
様
方
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
そ

の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
も
、
行
政
の
コ

ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
の
一
環
と

し
て
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
実
現
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

【
図
書
館
の
利
用
促
進
】

多
く
の
市
民
の
皆
様
が
、
よ
り
便
利
で
使
い

勝
手
の
良
い
図
書
館
と
な
る
よ
う
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
の
貸
出
が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
の
構
築
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
独
自
利
用
の
第
１
号
と
し

て
、
葛
城
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
図
書
館

利
用
の
申
請
を
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
、
こ
れ
ま
で
の
図
書
利
用
券
と
同
じ
よ
う
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築

い
た
し
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
）	

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ

く
「
新
町
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
計
画
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
や
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

２
０
２
１
年
に
関
西
で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
等
の
国
際
大
会
に
本
市

と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
国
際

交
流
の
拠
点
形
成
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
市
民

の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

と
し
て
、
よ
り
高
度
で
安
全
か
つ
安
心
し
て
利

用
で
き
る
施
設
整
備
の
実
現
に
向
け
て
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
人
気
の
あ
る
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
市
民
の
交
流
の

場
を
創
出
し
、
併
せ
て
本
市
特
産
の
ス
イ
ー
ツ

な
ど
を
市
内
外
の
参
加
者
に
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
外
の
方
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
と

し
て
よ
り
広
く
葛
城
市
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
新
し
い
地
域
振
興
の
一
つ
と
し
て
新
た

に
「
食
い
し
ん
ぼ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
健
康
で
長
生
き
」
を
目
指
し
、
生

活
習
慣
病
や
介
護
予
防
の
た
め
、
本
市
の
特
性

を
生
か
し
た
「
ご
当
地
体
操
」
を
創
作
し
、
健

康
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

（
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
）

【
ご
み
の
大
減
量
化
作
戦
ス
タ
ー
ト
】

平
成
27
年
度
は
、
前
回
策
定
さ
れ
た
平
成

18
年
度
か
ら
10
年
間
に
わ
た
る
「
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
」
を
見
直
し
、
本
市
の
今
後
10

年
間
に
わ
た
る
ご
み
の
減
量
化
、
ご
み
の
分
別
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
及
び
ご
み
の
収
集
体
制
等
、

並
び
に
生
活
排
水
に
係
る
新
た
な
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
新
年
度

は
新
計
画
に
掲
げ
た
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の

大
切
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
の
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
稼
動
開
始
に
併
せ
、「
ご
み
の
減
量
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
」
の
目
標
で
あ
る
「
10
年
後

の
ご
み
総
量
20
％
削
減
」
達
成
に
向
け
て
、
新

た
に
実
施
す
る
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

分
別
」や「
雑
が
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
」そ
し
て「
生

ご
み
の
水
き
り
に
よ
る
減
量
」
を
徹
底
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
の
構
築
」
を

基
本
理
念
と
し
、
新
年
度
は
、
そ
の
１
年
目
と

し
て
＂
２
０
１
６
か
つ
ら
ぎ
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
＂

と
名
付
け
、
ご
み
の
分
別
・
減
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
、「
ご
み
減
ら
し
隊
」
と
共
に
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
現
在
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

て
い
る
中
に
は
、
紙
ご
み
が
約
50
％
と
一
番
多

く
、
次
に
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
そ

し
て
、
生
ご
み
と
続
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ら
を
資
源
と
し
て
分
別
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

燃
え
る
ご
み
の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
ご
み
は
約
80

％
が
水
分
で
、
極
力
そ
の
水
分
を
切
る
こ
と
で

燃
料
費
の
大
き
な
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
新
年
度
は
10
％
の
削
減
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
施

策
と
し
て
、
ま
ず
、
雑
が
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
す
る
た
め
に
「
雑
が
み
交
換
会
」
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
平
成
29
年
度
以
降
の
新
し
い
分

別
対
象
と
な
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分

別
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
説
明
会
を
順
次
開
催

し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と

に
、
生
活
環
境
の
向
上
と
と
も
に
循
環
型
社
会

の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
自
然
環
境
の
保
全
）

新
年
度
か
ら
木
材
や
森
林
と
の
関
わ
り
合
い

か
ら
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
３
つ
の
側
面
を

効
果
的
に
育
む
取
り
組
み
を
目
的
と
し
て
「
木

育
推
進
事
業
」
を
行
い
ま
す
。
出
生
届
を
提
出

さ
れ
た
方
に
奈
良
県
産
材
の
「
積
み
木
」
を
贈

呈
し
、
ま
た
「
桧
玉
プ
ー
ル
」
な
ど
の
「
木
の

遊
び
場
」
を
設
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
乳
幼
児

期
か
ら
「
木
」
と
関
わ
る
こ
と
で
、五
感
で
「
木
」

に
対
す
る
親
し
み
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、「
木
」
を
生
活
に
採
り
入
れ
、
将
来
的
に
は

自
ら
森
作
り
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
に
も
繋

が
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
は
、
豊
か
な
自
然
資
源
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
む
け
て
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
削
減
を
目
的
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
小
水
力
発
電
設
備
」

を
新
庄
浄
水
場
に
設
置
し
、
今
後
も
コ
ス
ト
の

低
減
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
で
安
定
し
た
水

道
事
業
の
運
営
並
び
に
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
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に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
）

冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
奈
良
交

通
の
「
当
麻
新
庄
線
」
廃
止
に
伴
う
、
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
の
代
替
え
運
行
路
線

や
葛
城
号
、
ミ
ニ
バ
ス
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ゆ

う
あ
い
バ
ス
を
統
合
し
、
新
た
な
バ
ス
網
の
再

構
築
を
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
先

月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
声

を
受
け
、
買
い
物
や
病
院
に
行
く
た
め
の
生
活

路
線
と
し
て
市
内
循
環
コ
ー
ス
な
ど
路
線
数
を

増
や
し
て
、
一
日
乗
り
放
題
で
１
０
０
円
（
70

歳
以
上
の
方
や
小
学
生
は
50
円
）
と
い
う
利
用

し
や
す
い
料
金
体
系
で
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

更
に
本
年
秋
に
『
道
の
駅
か
つ
ら
ぎ
』
が
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
が
「
パ
ー
ク

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
」
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
な
お
一
層

有
用
な
公
共
交
通
機
関
と
な
る
よ
う
、
２
月
15

日
か
ら
の
運
行
で
改
良
で
き
る
箇
所
は
改
善
を

加
え
本
市
バ
ス
網
の
集
大
成
の
年
と
な
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
ま
ち
づ
く
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ

く
り
）

本
市
で
は
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
ま
ち
づ
く
り
事

業
」
と
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を

同
時
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
ま
で

は
、
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
寺
口
ふ
れ
あ

い
集
会
所
、
忍
海
集
会
所
に
嘱
託
職
員
等
を
配

置
し
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
等
を
発
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
新
年
度
に
お
い
て
は
、
更
に

多
く
の
地
区
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

的
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
身
近
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
を
置
く
こ
と
で
、
利
便
性
の
向
上

と
公
共
施
設
の
合
理
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
い
た
し
ま
し
て
、「
市

民
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
」、
言
い
換
え
ま
す
と
「
移

動
市
役
所
」
と
し
て
、
よ
り
積
極
的
か
つ
軽
快

に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
証
明
書

交
付
事
務
に
加
え
、
健
康
・
行
政
相
談
等
の
他
、

地
域
の
相
談
窓
口
と
し
て
の
「
地
区
サ
ポ
ー
ト
」

ま
で
を
行
う
た
め
の
施
設
と
し
て
「
市
民
サ
ー

ビ
ス
カ
ー
」
を
各
地
区
に
派
遣
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
」
は
「
地
区
サ

ポ
ー
ト
」
使
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
映
像
装
置
を
搭
載
し
、

観
光
Ｐ
Ｒ
カ
ー
と
し
て
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

映
像
を
放
映
し
、
ま
た
災
害
や
イ
ベ
ン
ト
時
に

お
け
る
移
動
救
護
所
や
災
害
場
所
の
調
査
車
と

し
て
も
使
用
で
き
る
多
機
能
車
と
し
て
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
）

Ｊ
Ｒ
架
道
橋
拡
幅
工
事
に
お
き
ま
し
て
は
、

Ｊ
Ｒ
大
和
新
庄
駅
北
側
の
架
道
橋
を
計
画
幅
員
、

歩
道
２
ｍ
、
車
道
７
ｍ
に
改
良
を
行
う
工
事
を

新
年
度
か
ら
着
手
の
運
び
と
な
っ
て
お
り
、
関

係
大
字
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（
無
電
柱
化
の
推
進
）

災
害
時
の
緊
急
輸
送
道
路
の
安
全
確
保
、
通

学
路
等
の
通
行
空
間
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確

保
、
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
の
保
全
、
良
好
な
景

観
形
成
の
維
持
、
並
び
に
景
観
資
産
の
魅
力
向

上
に
よ
る
観
光
振
興
の
活
力
の
創
造
等
を
目
的

と
し
、
地
域
の
電
線
等
の
地
中
化
に
つ
い
て
地

元
の
皆
様
や
電
線
事
業
者
と
協
力
・
連
携
し
な

が
ら
「
無
電
柱
化
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
人
材
育
成
）

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
の
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
が
近
年
地
方
分

権
の
推
進
、
高
度
情
報
化
、
少
子
化
に
よ
る
人

口
減
少
、
高
齢
化
率
の
上
昇
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
等
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
独
自
の
施
策
に
よ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
職
員
が
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
な
能
力
開
発
が
必
要
と
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
人
材
育
成
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
職
員
の
専
門
的
な
知
識
や
技
能
の

一
層
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
環
境
の

変
化
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
発
想
を

身
に
つ
け
た
、
創
造
力
豊
か
な
職
員
を
組
織
的

に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
職
員
の
意

識
改
革
、
資
質
向
上
、
能
力
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

職
員
個
々
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
奈
良

県
市
町
村
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
」、「
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
」
等
に
よ
る
研
修
を
行
い
、
職
員
全

体
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
代
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
テ
ー
マ
に
よ
る
研
修
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
職
員
の
資
質
や
能
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
市
役
所
の
業
務
は
市
民
の
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と
い
う
意
識
改
革
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
企
業
研
修
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
事
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
事
評

価
を
よ
り
公
正
に
行
え
る
よ
う
引
き
続
き
評
価

者
に
対
す
る
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方
公

務
員
法
の
改
正
に
よ
り
人
事
評
価
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
、
職
員
の
能
力
と
実
績
に
基
づ
く

人
事
管
理
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
人
材

育
成
や
職
員
の
処
遇
に
反
映
さ
せ
る
評
価
制
度

の
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

以
上
新
年
度
に
中
核
を
な
す
施
策
に
つ
い
て

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。

続
け
ま
し
て
、
平
成
28
年
度
予
算
案
全
般
つ

い
て
『
新
山
下
か
ず
や
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
沿
っ
て

そ
の
他
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
を
申

し
上
げ
ま
す
。

（
安
全
・
安
心
な
子
育
て
）

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
の
一
環
と
い
た
し

ま
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

入
院
と
歯
科
診
療
分
に
限
り
、
小
学
校
卒
業
時

ま
で
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
度
か
ら
す
べ
て
の
保
険
診
療
に
つ
い

て
、
中
学
校
卒
業
時
ま
で
に
拡
充
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の

子
ど
も
医
療
費
助
成
と
と
も
に
、
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
医
療
費
助
成
や
平
成
25
年
度
に
県
か
ら

市
町
村
へ
権
限
移
譲
さ
れ
ま
し
た
未
熟
児
医
療

費
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
妊
娠
期
間
中
の
健
診
費
用
の
公
費
助

成
を
行
い
、
母
子
の
健
康
管
理
に
努
め
、
安
心

し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
早
期
出
産
等
に
よ
り
未
熟
児
や
低
体

重
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
に
対

し
ま
し
て
は
、
保
健
師
や
助
産
師
が
未
熟
児
訪

問
指
導
を
行
い
、
安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
や
か
な
成
長
・
発
育
の
た
め
特

に
支
援
が
必
要
な
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
に
対

し
ま
し
て
は
、
発
達
相
談
員
に
よ
る
「
子
育
て

相
談
」
や
「
療
育
教
室
」
を
実
施
し
て
成
長
を

見
守
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

（
地
域
で
支
え
る
子
育
て
）

教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
り
、
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体

で
支
援
す
る
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
葛
城

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
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施 政 方 針
各
種
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
「
病
児
保
育
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
大
和
高
田
市
と
利
用
協
定
を
締
結
す
る

な
ど
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
保
育
サ
ー
ビ

ス
や
保
育
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま

す
。
入
所
児
童
は
異
年
齢
の
交
流
に
よ
り
、
相
手

を
思
い
や
る
心
、
愛
し
む
心
が
芽
生
え
て
ま
い
り

ま
す
。
近
年
核
家
族
化
が
進
む
な
か
、
子
ど
も
た

ち
が
、
お
年
寄
り
と
の
交
流
を
通
し
て
豊
か
な
心

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
27
年
度
か
ら
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
年
寄
り
の
方
々

を
学
童
保
育
支
援
補
助
員
と
し
て
派
遣
し
て
い
た

だ
き
、
世
代
間
交
流
を
通
し
て
伝
承
あ
そ
び
や
わ

ら
べ
歌
を
教
え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

学
び
や
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
新
年
度
も
引

き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
年
度
か

ら
は
小
学
校
の
夏
休
み
等
の
長
期
休
業
期
間
に
は
、

開
始
時
刻
を
午
前
８
時
に
繰
り
上
げ
る
な
ど
、
働

く
世
代
の
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
市
立
幼
稚
園
に
在
園
中
の
児
童
で
、
保

護
者
の
疾
病
や
災
害
等
に
よ
り
、
一
時
的
に
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
児
童
を
市
立
幼
稚
園

に
お
い
て
一
時
的
に
預
か
り
、
保
護
者
が
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。
実
施
日
・
時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
稚
園

開
園
日
の
降
園
時
間
後
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、

夏
期
休
業
中
の
日
曜
日
及
び
土
曜
日
、
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

次
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
環
と

し
て
、
子
育
て
期
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
、
困

り
ご
と
等
に
つ
い
て
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
考

え
た
り
、
必
要
な
情
報
を
調
べ
た
り
、
適
切
な
支

援
機
関
を
紹
介
す
る「
利
用
者
支
援
事
業・基
本
型
」

を
子
育
て
中
の
方
の
身
近
な
居
場
所
で
あ
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
当
事
者
目
線
の
寄
り

添
い
型
の
支
援
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
就

園
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
び
、
子
育
て
の
悩
み
を

互
い
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
の
「
つ
ど
い
の
広

場
」
や
、
平
成
27
年
度
か
ら
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
実
施
し
て
い
る
「
お
で
か
け
広
場
」
を
引

き
続
き
実
施
し
、
子
育
て
中
の
親
子
が
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
来
所
さ
れ
る
地
域
の
方
々
と
も
交
流
で
き
る

機
会
を
盛
り
込
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
初
め
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
母
親

が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
育
児
不
安
が
軽

減
さ
れ
る
よ
う
「
Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ベ
ビ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
に
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
を
行
い
、
子
育
て
の

孤
立
・
虐
待
予
防
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
し
て
い
た
だ
く
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
や
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
援
助
会
員
や
地
域

に
お
住
ま
い
の
子
育
て
の
先
輩
方
に
子
育
て
を

支
援
す
る
と
い
う
立
場
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
な

が
ら
、「
葛
城
市
」
の
子
ど
も
を
地
域
ぐ
る
み
で

育
て
て
い
け
る
よ
う
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
子
育
て
中
の
親
子
が
絆
を
感
じ
な

が
ら
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
、
地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り
（
子

育
て
サ
ロ
ン
）
助
成
事
業
を
行
う
社
会
福
祉
協

議
会
に
対
し
、
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
子
ど
も
達
の
安
全
の
確
保
）

磐
城
小
学
校
附
属
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
幼

稚
園
舎
の
耐
震
化
を
図
る
た
め
全
面
改
築
の
実

施
設
計
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
校
運
営
協
議
会
の
拡
大
）

平
成
25
・
26
年
度
に
文
部
科
学
省
の
研
究
委

託
を
受
け
、
新
庄
小
学
校
が
県
下
で
も
先
駆
的

に
設
置
し
た
学
校
運
営
協
議
会
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
そ
の
成
果
に
学
び
つ
つ
平
成
27
年
度
に
は

す
べ
て
の
小
学
校
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

新
年
度
は
中
学
校
に
も
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置
し
、
市
内
全
小・中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
と
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
地
域

や
保
護
者
の
皆
様
の
多
様
な
教
育
力
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
と
学
校
と
の
結
び
つ
き
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
校
教
育
の
充
実
）

【「
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
夢
の

教
室
』」
の
実
施
】

公
益
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
実
施

し
て
お
り
ま
す
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
『
夢
の
教
室
』」
を
、
平
成
26
年
度
は
新
庄

北
小
学
校
及
び
磐
城
小
学
校
、
平
成
27
年
度
に

は
新
庄
小
学
校
、
忍
海
小
学
校
、
當
麻
小
学
校

の
５
年
生
を
対
象
と
す
る
委
託
事
業
と
し
て
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
児
童
が
「
夢
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
」
と
「
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
」
を
十
分
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
大
変
素
晴

ら
し
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新

年
度
に
お
い
て
は
市
内
全
小
学
校
の
５
年
生
を

対
象
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
歴
史
や
文
化
遺
産
等
を
学
ぶ
授

業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
多
様
な
計
画

を
立
案
し
、
実
践
を
通
し
て
郷
土
を
愛
し
誇
り

を
持
つ
心
情
や
態
度
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
学
校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
）

学
校
教
育
の
充
実
と
地
域
・
家
庭
の
教
育
力

向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
各
小
・
中
学
校
に
学

校
支
援
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る

と
と
も
に
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

等
を
行
い
、
環
境
整
備
支
援
活
動
等
を
中
心
に

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
「
学
校
・
地
域
連
携
事
業
」
の
実
績

を
活
か
し
な
が
ら
、
新
年
度
も
引
き
続
き
、
学

校
ご
と
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
「
学
校
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
」
を
中
心
に
地
域
と
の
一
体
化

を
図
り
つ
つ
、
子
ど
も
達
が
生
き
生
き
と
活
動

で
き
る
学
習
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
地
域
の

教
育
力
向
上
を
目
指
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
協
働
し
て
子
育
て
や
教
育
に
臨
む
仕
組
み
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
読
書
推
進
と
地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り
）

市
民
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

資
料
や
情
報
の
収
集
、
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
増
設
し
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
す
べ
て
の
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
６
月
に
策
定
し
た
「
葛
城

市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
し
た
が

っ
て
、
葛
城
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
豊

か
な
感
性
を
育
む
本
に
出
会
い
、
健
や
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
、
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
と

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
家
庭
及

び
地
域
と
の
協
力
を
進
め
な
が
ら
、
読
書
活
動

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
）

障
が
い
児
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
児
童
福

祉
法
」
に
基
づ
き
、
早
期
発
見
・
早
期
療
育
や

身
近
な
地
域
で
の
支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
更
に
支
援
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に

質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

精
神
障
が
い
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
」
所
持
者
に
対

し
ま
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
全
診
療
科
の
入

院
・
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
か
ら
は
そ
の
対
象
者

を
「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
」
所
持

者
に
ま
で
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
を
取
り
巻
く
社
会
的
な
環
境
は
、

度
々
の
法
改
正
等
で
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
続

け
て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
１
日
に
は
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
、「
奈
良
県
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も
に
暮
ら
し
や
す

い
社
会
づ
く
り
条
例
」
も
全
部
施
行
さ
れ
ま
す
。

障
が
い
者
が
そ
の
障
が
い
を
理
由
と
し
て
差
別

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ま
た
合
理
的
な

配
慮
に
も
努
め
、
障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
関
係

機
関
、
相
談
支
援
事
業
所
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
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業
所
等
と
連
携
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
生
活
困
窮
者
・
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
支
援
）

今
な
お
全
国
的
に
生
活
保
護
受
給
者
、
生
活

困
窮
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
と
し
て
も
生

活
保
護
に
至
る
ま
で
の
自
立
支
援
策
の
強
化
及

び
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
包
括
的
・
個
別
的
な

支
援
を
目
指
し
て
、
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
」

が
平
成
27
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
「
自
立
相
談
支
援
事

業
」「
住
宅
確
保
支
援
事
業
」
の
運
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
就
労
支
援
制
度
を
活
用
し
、
就

労
に
よ
る
自
立
に
向
け
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
て
毎
月
巡
回
相
談
・
就
労
自
立
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
早
期
就
職
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
生
活
困
窮
者
に
対
し
ま
し
て
、
社
会

福
祉
課
が
相
談
の
窓
口
と
な
り
総
合
的
な
支
援

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
支
援
の
推
進
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
関
係
部
署
や
社
会
福
祉
協

議
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
も
連
携
を
密
に
し
て

適
切
な
支
援
や
助
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
臨
時
福
祉
給
付
金
）

低
所
得
者
の
方
に
対
し
、
消
費
税
率
引
上
げ

に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
高
齢
者
福
祉
・
地
域
支
援
の
充
実
）

我
が
国
に
お
い
て
は
、
諸
外
国
に
も
例
を

み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り

ま
す
が
、
本
市
に
あ
っ
て
も
全
く
例
外
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な

る
平
成
37
年
以
降
は
、
医
療
や
介
護
の
需
要
が
、

さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

重
度
の
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
住
ま
い・医
療・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
の
実

現
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
自
助
共
助
の
も

と
、
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
生
活
支
援
・
介
護

予
防
・
健
康
増
進
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体

制
の
構
築
と
そ
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
日

常
生
活
の
支
援
や
見
守
り
等
地
域
で
支
え
る
体

制
づ
く
り
の
充
実
・
強
化
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
元
気
な
方
に
対
す
る
「
仲
間
づ
く
り
」

や
「
生
き
が
い
づ
く
り
」
及
び
社
会
参
加
の
促

進
等
、
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
・
促
進
に
向

け
て
の
啓
発
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
新
た
な
「
包
括
的
支
援
事
業
」
と
し

て
の
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
」
に

お
い
て
、
在
宅
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
一
体

的
に
提
供
す
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

で
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生
活
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
認
知
症
施
策
で

は
、
引
き
続
き
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
育
成
、

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の
継
続
な
ど
、
認
知
症
に
関

す
る
知
識
の
普
及
と
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の

移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
介
護
予
防
事

業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
給
付
の
適

正
化
の
推
進
な
ど
介
護
保
険
事
業
の
公
平
・
公

正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
健
康
づ
く
り
の
推
進
）

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
第

２
期
葛
城
市
健
康
増
進
計
画
「
き
ら
り
葛
城
21
」

を
も
と
に
、「
生
活
習
慣
の
改
善
」「
生
活
習
慣

病
の
予
防
」
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
健
康
で
明
る
く
、
生
き
生
き
と
輝
く
活

気
の
あ
る
住
み
よ
い
葛
城
市
を
目
指
し
、
各
種

団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
も
引
き
続
き
健
康
増
進
を
目

的
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に

よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
実
施
し
、
健
康
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
市
民
の
健
康
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
人
で

も
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
利
用
し
て
周
知
を
図

り
、
受
診
し
や
す
い
よ
う
健
診
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
、
健
診
結
果
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
等
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
な
が
ら
健
康
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
）

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
著
名
な

ア
ス
リ
ー
ト
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
致
し
、

豊
か
な
経
験
と
卓
越
し
た
技
術
を
も
と
に
講
演

や
実
技
指
導
等
を
い
た
だ
く
「
葛
城
市
ス
ポ
ー

ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
を
継
続
し
、
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
・
楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
や

技
術
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

体
育
祭
を
は
じ
め
と
し
た
数
々
の
教
室
や
大
会

な
ど
を
引
き
続
き
開
催
す
る
と
と
も
に
、
体
育

協
会
と
連
携
を
密
に
し
、
市
民
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
競

技
種
目
及
び
競
技
内
容
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
加
え
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
が
、
競
技
と
し
て
の
ス
ポ
ー

ツ
で
は
な
く
健
康
増
進
及
び
体
力
の
維
持
を
図

り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

設
立
に
向
け
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興
）

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

央
公
民
館
、
新
庄
・
當
麻
両
文
化
会
館
連
携
の

も
と
、
市
民
の
皆
様
が
多
様
な
芸
術
・
文
化
に

触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
各

種
教
室
、
講
座
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
様
に
地
域
の
公
民
館
活
動
等
に
も
積
極
的
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
生
涯
学
習
意
欲
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

冒
頭
に
お
い
て
も
少
し
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
平
成
27
年
度
に
初
の
試
み
と
し
て
「
葛
城

発
信
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
の
多
く
の
方
々
か
ら
芸
術
作

品
を
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
作

品
は
、
フ
ェ
ア
の
開
催
に
際
し
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た「
當
麻
寺
」や
周
辺
の「
民
間
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
は
じ
め「
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」や「
相
撲
館
」

に
お
い
て
展
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
期
間
中
１
万
２
千
人
も
の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
新
年

度
も
引
き
続
き
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
初
、
フ

ェ
ア
開
催
に
あ
た
っ
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ

て
お
り
ま
し
た
「
地
域
一
帯
が
大
き
な
美
術
館
」
と

な
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
心
豊
か
な
人
づ
く
り
）

人
権
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
組
み

と
し
て
、
市
民
集
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
研
修

会
を
開
催
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
目
指
し
て
、

関
係
機
関
・
団
体
等
と
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
性
を
尊
重

し
な
が
ら
連
携
し
推
進
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た

取
組
み
と
し
て
は
、
パ
ネ
ル
展
示
や
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｄ

Ｖ
の
根
絶
を
目
指
し
た
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
等
の

啓
発
活
動
と
、
新
年
度
よ
り
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
取
組
み
に
よ
っ
て
性
別

に
と
ら
わ
れ
な
い
個
々
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
意
識
改
革
の
雰
囲
気

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



　H28.513

施 政 方 針
（
市
民
の
安
全
の
確
保
）

犯
罪
に
対
す
る
市
民
の
不
安
を
解
消
し
て
い

く
た
め
に
、
子
ど
も
の
避
難
場
所
、
駆
け
込
み

先
と
し
て
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
設
置

を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
と
と

も
に
、
地
域
で
自
主
防
犯
活
動
を
行
っ
て
お
ら

れ
る
自
主
防
犯
組
織
を
支
援
し
な
が
ら
、
街
路

を
照
ら
す
街
灯
の
設
置
補
助
、
引
き
続
き
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
市
内
巡
回
も
実

施
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
で
平
穏
な
生
活

を
不
審
者
等
か
ら
守
る
た
め
、
警
察
等
と
連
携

し
て
犯
罪
抑
止
の
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
交

通
安
全
母
の
会
」
や
「
交
通
対
策
協
議
会
」
等

の
皆
様
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、「
交
通
指
導
員
」
に
よ
る
指
導
・
啓
発
等

を
通
じ
て
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
、
危
険
な

箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
啓
発
看
板
を
設
置
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
な
巡
回
等
に
よ

り
道
路
の
維
持
補
修
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
る
「
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
」
の
新

規
購
入
に
つ
き
ま
し
て
も
、
安
全
基
準
に
適
合

す
る
自
転
車
に
限
り
購
入
費
用
の
補
助
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
自
然
災
害
や
火
災
等
へ
の
安
全
性
の
向
上
）

東
日
本
大
震
災
や
台
風
等
に
よ
る
災
害
の
教

訓
を
活
か
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識

を
高
め
、
か
つ
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
地

域
住
民
と
行
政
が
連
帯
し
て
各
大
字
の
危
険
箇

所
や
避
難
経
路
、
避
難
場
所
等
に
つ
い
て
記
載

し
た
「
地
域
防
災
マ
ッ
プ
」
の
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

自
主
防
災
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
防
災
活
動

の
援
助
、
地
域
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
も
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
等
に

つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
絆
を
深

め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
い
将
来
に
発
生
が
想
定
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、
災
害
時
応
援
協
定
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
既
存
木
造
住
宅
の
耐

震
化
を
促
す
「
耐
震
診
断
支
援
事
業
」
や
「
耐

震
改
修
工
事
補
助
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
、

地
震
の
発
生
に
備
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、
昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
等

に
対
応
す
る
た
め
「
葛
城
市
地
域
防
災
計
画
」

の
見
直
し
を
行
い
、
さ
ら
に
、
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
の
た
め
、
市
民
か
ら
な
る
自
主
防
災

組
織
の
強
化
を
図
り
、
災
害
発
生
時
に
は
自
主

防
災
組
織
、
消
防
団
、
消
防
署
、
災
害
対
策
本

部
が
一
体
と
な
っ
て
被
害
の
軽
減
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、火
災
発
生
時
に
迅
速
な
消
火・

救
助
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
消
火
栓
の
設
置
な

ど
大
字
と
協
議
し
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
市
民
生
活
の
安
心
感
の
向
上
）

架
空
請
求
、
悪
徳
商
法
、
ネ
ッ
ト
利
用
に
伴

う
ト
ラ
ブ
ル
等
複
雑
化
す
る
消
費
者
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、「
消
費
者
相
談
窓
口
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
御
所
市
と
の
間
で
広
域
連

携
を
実
施
し
、
本
市
は
毎
週
月
曜
日
、
御
所
市

は
毎
週
木
曜
日
に
相
談
の
機
会
を
設
け
、
い
ず

れ
の
市
に
お
き
ま
し
て
も
ご
相
談
い
た
だ
け
る

体
制
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、
消
費
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
向
け

た
消
費
者
教
育
や
啓
発
活
動
を
推
進
し
、
消
費

者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
で
き
る
よ
う
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
就
職
支
援
と
し
て
、
働
き
た
い
人
が

働
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
就
業
に
関
す
る

無
料
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
加
え
て
、
市

役
所
の
窓
口
に
お
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
を
閲
覧
で
き
る
環
境
も
整
備
い
た
し
ま
す
。

（
事
故
や
病
気
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

感
染
症
の
発
症
予
防
対
策
と
し
て
「
予
防
接

種
法
」
に
基
づ
く
定
期
の
予
防
接
種
の
重
要
性

を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
そ
の
接
種

勧
奨
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
た
め
、
特
定
年
齢
に
達
し
た
方
に
子
宮

が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配

付
し
て
受
診
勧
奨
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
各
種

が
ん
検
診
の
未
受
診
者
に
対
す
る
受
診
勧
奨
も

併
せ
て
実
施
し
、
受
診
率
が
一
層
向
上
す
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

妊
産
婦
の
救
急
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
休

日
・
夜
間
の
「
産
婦
人
科
一
次
救
急
医
療
体
制
」

に
参
加
し
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
休
日
・
夜
間
及
び
年
末
年
始
の
救
急

対
応
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
葛
城
地
区
休
日
診

療
所
」
と
と
も
に
小
児
の
深
夜
診
療
の
た
め
「
橿

原
市
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
」
に
よ
る
応
急
診

療
へ
の
負
担
も
引
き
続
き
行
い
、
救
急
時
医
療

体
制
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（「
食
育
」・「
食
」
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
と
推

進
）「食

」
は
生
き
る
う
え
で
の
基
本
で
あ
り
、
知

育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知
識

と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な

食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
ご
ざ
い
ま

す
。
新
年
度
も
「
葛
城
市
食
育
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
正
し
い

食
生
活
の
推
進
と
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

支
援
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
「
食
材
」
を
選
択
す

る
力
や
健
全
な
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
基
礎
を

培
い
、
食
習
慣
の
改
善
と
生
活
習
慣
病
予
防
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
健
全
な
「
食
育
」
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

保
育
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
乳
幼
児
期
の
食

習
慣
こ
そ
「
食
」
を
営
む
力
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
発
育
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
豊
か
な
「
食
」
の
体
験
の
積
み

重
ね
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ

た
離
乳
食
や
症
状
に
合
わ
せ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
除

去
食
を
、
保
護
者
と
も
共
通
理
解
を
図
り
な
が

ら
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
給
食
で
は
、
少
し

で
も
多
く
地
産
食
材
や
奈
良
、
か
つ
ら
ぎ
の
郷
土

料
理
を
取
り
入
れ
、
で
き
る
だ
け
和
食
を
中
心

と
し
た
献
立
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
望

ま
し
い
食
習
慣
や
食
事
の
マ
ナ
ー
、
食
べ
物
の

大
切
さ
や
感
謝
の
気
持
ち
の
育
成
等
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
「
食
育
」
の
推
進
を
菜
園
、
ク
ッ

キ
ン
グ
活
動
等
の
体
験
を
通
じ
て
充
実
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給
食
に

つ
き
ま
し
て
も
、
給
食
の
材
料
購
入
助
成
を
引

き
続
き
行
い
な
が
ら
、保
育
所
と
同
様
に
「
食
育
」

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
も
調
理
や
献

立
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
豊
か
で
魅
力
の
あ
る
給
食
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
し
て
か
ら
す
ぐ
に
届
け
ら
れ
る

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
等

を
材
料
に
取
り
入
れ
、
地
産
地
消
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「
食
」
の
安
全
、
安
心
は
も
と
よ
り

お
い
し
く
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
ど
も
達

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
ア
レ
ル
ギ
ー
に
も
対
応
し

た
給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
運
営
）

国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
皆

保
険
の
中
核
と
し
て
地
域
住
民
の
医
療
の
確
保

と
健
康
の
保
持
増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
費

の
増
加
、
保
険
税
収
入
の
減
少
等
に
よ
り
、
厳

し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
も
と
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
持
続

可
能
な
国
民
健
康
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
、

公
費
負
担
を
拡
充
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
都
道

府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
市
町
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村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
で
、
運
営
し

て
い
く
方
針
を
示
し
、
県
、
市
町
村
と
と
も
に

円
滑
な
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
重
症
化
の
予
防
、

改
善
を
図
り
、
被
保
険
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
「
特
定
健
康
診
査
、
特

定
保
健
指
導
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
２
期
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
受
診
勧
奨
、
節
目
年
齢
対

象
者
へ
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
交
付
等
の
保
健
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
受
診
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
保
険
料
の
軽
減
措
置
や
納
付
方
法
の
見

直
し
等
、
制
度
の
定
着
を
目
的
と
し
た
様
々
な

改
善
策
が
実
施
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
被
保
険
者
の
方
々
に
と
っ
て
安
心
で
き

る
制
度
と
し
て
、
安
定
的
な
運
営
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
広
域
連
合
と
連
携
を
密
に
し
、
被
保
険

者
の
立
場
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
）

本
市
の
生
活
環
境
を
保
全
し
、
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
違
反
簡
易
広
告
物

追
放
団
体
等
に
よ
る
貼
り
紙
等
の
違
反
広
告
物

の
除
去
活
動
や
市
内
一
斉
清
掃
等
の
推
進
、
そ

し
て
各
地
域
環
境
委
員
会
の
ご
協
力
に
よ
り
不

法
投
棄
の
監
視
体
制
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
「
ご
み
の
減
量
化
」
の
施
策
と
し
て
従

来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
お
ひ
さ
ま
堆
肥

事
業
」
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
し
て
さ
ら
な
る

拡
充
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
生
ご
み
処
理
機
購

入
助
成
制
度
」
及
び
「
再
生
資
源
集
団
回
収
助

成
制
度
」
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
引
き
続
き

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
」

と
い
た
し
ま
し
て
、「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
」
並
び
に
「
家
庭
用
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
設
置
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、

公
共
施
設
へ
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
」
の
導
入
事
業
を
進
め
、
市
の
事
務
・
事

業
等
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
火
葬
炉
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、

新
年
度
よ
り
大
規
模
改
修
工
事
を
順
次
実
施
し

て
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し
な
い
よ
う
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
29
年
４
月
の
稼
動
を
目
指
し
、
引

き
続
き
建
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

れ
と
と
も
に
、
新
た
な
ご
み
の
分
別
や
そ
の
収

集
方
法
に
つ
き
ま
し
て
も
広
報
、
説
明
会
等
を

通
じ
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
新
体
制
で
の
収
集
、

処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
後
、

速
や
か
に
解
体
を
行
い
、
そ
の
跡
地
に
こ
れ
ま

で
焼
却
し
て
い
た
剪
定
枝
や
野
菜
残
渣
等
の
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
を
有
効
活
用
で
き
る
堆
肥
化
施

設
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
、

解
体
の
準
備
を
行
い
、
堆
肥
化
施
設
に
つ
い
て
、

地
元
と
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度
も

引
き
続
き
一
部
地
区
の
管
渠
布
設
工
事
を
実
施

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
に
は
水

洗
便
所
改
造
助
成
条
例
に
お
い
て
そ
の
適
用
範

囲
等
を
拡
大
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、

一
層
の
水
洗
化
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
自
然
環
境
の
保
全
）

森
林
資
源
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
奈
良

の
元
気
な
森
林
づ
く
り
推
進
事
業
」
と
し
て
「
施

業
放
置
林
整
備
」
や
「
獣
害
に
強
い
里
山
づ
く

り
事
業
」「
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
」
等

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
植
栽
に
よ
る
景
観
向

上
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、
森
林
及
び
里
山
の

機
能
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
山
麓
地
域
に
被
害
が
増
大
し
て
お
り
ま

す
イ
ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
鳥
獣
害
防
止
対
策
協
議
会
」
に
お
き
ま
し

て
被
害
地
域
の
方
々
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
被
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年

度
も
原
水
確
保
に
関
係
地
域
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
営
水
道
よ
り
78
万

ト
ン
の
受
水
を
行
い
、
水
質
の
安
全
対
策
に
万

全
を
期
す
と
と
も
に
、
各
浄
水
施
設
の
設
備
改

良
や
配
水
管
の
布
設
替
工
事
等
を
引
き
続
き
行

い
、
さ
ら
な
る
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
吸
収
源
対
策
公
園
緑
地
事
業
）

本
事
業
は
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
」
と
し
て
実
施
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
一

層
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
吸
収
源
対
策
に
資
す
る
公
園
緑
地
の
整
備
ま

た
は
公
園
施
設
の
緑
化
を
推
進
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
憩

い
の
場
と
な
る
公
園
緑
地
づ
く
り
を
進
め
、
緑

を
身
近
に
実
感
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
）

新
市
建
設
計
画
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
た
「
尺

土
駅
前
周
辺
整
備
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
工
業
地
域
の
活
性
化
及
び
安
全
性
の

向
上
の
た
め
、
葛
城
川
東
側
線
の
整
備
事
業
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
活
性
化
事
業
」
新
道
の
駅
施
設
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
）

市
税
の
公
平
・
公
正
を
期
し
、
自
主
財
源
の

歳
入
を
確
保
す
る
た
め
、
24
時
間
い
つ
で
も
納

付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
活
用
し
、
納
期
内

納
付
の
啓
発
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
滞

納
処
分
等
に
よ
り
市
税
収
納
対
策
の
強
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
納

期
内
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、
そ
の
生
活
実
態

の
把
握
に
努
め
な
が
ら
適
切
な
収
納
対
応
を
心

掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
す
む
な
ら
葛
城
市
事
業
）

本
市
は
合
併
以
降
、
人
口
増
加
の
傾
向
を
辿

っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
先
、
積
極
的
な
対
策

を
講
じ
な
い
と
他
の
市
町
村
と
同
様
に
、
将
来

的
に
は
人
口
減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

人
口
減
少
が
も
た
ら
す
影
響
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
支
出
の
増

加
、
社
会
保
障
の
問
題
、
高
齢
化
に
伴
う
相
互

扶
助
力
や
地
域
防
災
力
の
低
下
、
税
収
の
減
少

等
、
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
冒
頭
で
も
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
よ
う
に
、
市
内
で
自
ら
居
住
さ
れ
る
住
宅

の
新
築
や
中
古
住
宅
を
取
得
し
た
方
に
対
し
ま

し
て
、
補
助
金
を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
す

む
な
ら
葛
城
市
住
宅
取
得
補
助
金
事
業
」
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
年
度
に
お
い
て
は
、

国
の
地
方
創
生
事
業
に
伴
い
作
成
し
た
葛
城
市

総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
本
市
の
魅
力
を
県
外
に

発
信
す
る
こ
と
で
「
葛
城
市
」
の
認
知
度
や
ブ

ラ
ン
ド
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
定

住
者
の
増
加
を
図
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
現
行
の
「
す
む
な
ら
葛
城
市
住
宅
取

得
補
助
金
事
業
」
に
「
子
育
て
加
算
金
」
を
加

え
て
、
子
育
て
世
帯
の
方
々
に
も
よ
り
多
く
定

住
し
て
い
た
だ
き
、
活
気
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を

形
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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施 政 方 針
（
地
域
産
業
の
振
興
）

ま
ず
、
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
業

系
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
薑
・
新
村
・

新
町
地
区
に
お
い
て
今
後
も
県
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
優
良
企
業
等
の
誘
致
の
受
け
入
れ

を
優
先
的
に
行
い
、
他
の
地
区
に
お
き
ま
し
て

も
地
域
振
興
産
業
の
受
け
入
れ
を
関
係
機
関
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

持
続
的
な
経
済
成
長
の
た
め
の
経
済
財
政
対
策

が
推
進
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
市
内
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
度
も
「
中
小
企
業
資
金
融

資
制
度
」「
中
小
企
業
者
経
営
改
善
資
金
利
子
補

給
」「
小
規
模
事
業
者
特
別
小
口
融
資
保
証
料
助

成
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
新
た
に

「
創
業
支
援
資
金
」
を
加
え
、
商
工
業
の
振
興
を

図
り
、
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
・
合
理
化
に

向
け
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
保
証
協
会
や

金
融
機
関
よ
り
情
報
収
集
を
行
い
、
さ
ら
な
る

利
用
者
の
拡
大
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

加
え
て
「
商
工
会
運
営
補
助
」
等
の
支
援
を

行
い
、
商
工
会
と
の
連
携
も
密
に
し
な
が
ら
、
商

工
業
者
が
求
め
て
お
ら
れ
る
支
援
制
度
や
行
政

の
新
し
い
役
割
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
本
市
に
お
け
る
農
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
等
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
27
年
度
よ
り

新
規
の
就
農
希
望
者
に
対
し
て
、
就
農
塾
を
開

設
し
就
農
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
新
規
参
入
の
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い
き
、
ま
た
、
地
産
地

消
を
推
進
す
る
た
め
、「
葛
城
ブ
ラ
ン
ド
」
認
証

制
度
を
創
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

就
農
支
援
や
農
業
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
平
成
25
年
12
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
ま
た
平
成
26
年
６
月
20

日
に
「
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
日
本
型
直
接
支
払
制
度
と
し
て
農
地
資
源

向
上
活
動
を
実
施
し
、
農
業
、
農
村
の
有
す
る

多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る
た
め
地
域

内
の
農
業
者
等
が
共
同
で
取
り
組
む
地
域
活
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
葛
城
山
麓
地
域
７
个
大
字
に
よ
り
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
葛
城
山
麓
地
域
協
議
会
」

に
お
き
ま
し
て
、「
農
村
資
源
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
山

麓
地
域
の
農
村
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
や
地
域
農
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

の
検
討
を
進
め
、
地
域
営
農
の
活
性
化
と
地
域

間
相
互
の
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
設
計
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

相
互
協
力
し
な
が
ら
本
市
の
新
し
い
農
業
の
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

「
ゆ
め
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
葛
城
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
様
に
交
流
の
場
を
提
供
し
、
市

内
商
工
業
、
観
光
、
農
林
業
を
は
じ
め
す
べ
て

の
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
そ
こ
に
健
康
づ
く

り
も
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
魅
力

の
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と

し
て
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
と
商
業
を
結
び
つ
け
る
た
め
の

「
地
域
活
性
化
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

秋
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
道
の
駅
か
つ
ら
ぎ
」
と

の
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
を
図
り
、
引
き
続
き

関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
「
土

地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
」
等
を
実

施
し
、
生
産
基
盤
と
農
村
生
活
環
境
の
整
備
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
歴
史
・
文
化
の
保
全
と
交
流
の
促
進
）

市
内
に
は
重
要
な
文
化
財
が
、
数
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
守
り
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
文
化
財
保
存
事
業
や
遺
跡
発

掘
調
査
等
を
国
や
県
と
と
も
に
行
い
、
大
切
な

文
化
財
の
保
全
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市

内
各
所
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
の
指
定
文
化

財
保
存
修
理
等
に
対
す
る
事
業
助
成
や
史
跡
地

の
緑
化
環
境
保
全
、
市
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
等

で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、歴
史
博
物
館
で
は
、春
季
に
企
画
展
「
大

和
と
河
内
・
堺
の
往
来
︱
江
戸
時
代
の
竹
内
街

道
と
大
和
川
︱
」
と
題
し
、
江
戸
時
代
に
お
け

る
葛
城
及
び
そ
の
近
隣
地
域
と
、
文
化
・
経
済

な
ど
に
お
い
て
深
い
交
流
の
あ
っ
た
河
内
・
堺

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
関
連
史
料
を
集
め
、
こ

れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
諸
相
を
明
ら
か

に
し
、
当
時
の
人
々
の
往
来
の
よ
う
す
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
秋
季
に
は
特
別
展
「
葛
城
古
寺
探
訪

︱
二
上
・
葛
城
・
金
剛
山
麓
の
古
代
寺
院
︱
」
と

題
し
、
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
頃
に
築
か
れ
、
豊

か
な
仏
教
文
化
を
花
開
か
せ
た
葛
城
市
内
の
古

寺
を
中
心
に
葛
城
地
域
の
古
代
寺
院
を
取
り
上

げ
、
葛
城
地
域
の
古
代
寺
院
の
特
色
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
阪
市
内

か
ら
約
30
分
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
約
50
分
と

い
う
地
の
利
を
活
か
し
、
世
界
に
誇
れ
る
豊
か

な
自
然
や
歴
史
遺
産
等
を
有
す
る
「
葛
城
市
」

の
魅
力
を
高
め
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
観

光
客
が
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

観
光
行
政
は
市
単
独
で
事
業
を
行
う
よ
り
、

近
隣
地
域
と
連
携
し
、
広
域
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
近
隣
５

市
町
で
構
成
さ
れ
る
「
葛
城
地
域
観
光
協
議
会
」

を
は
じ
め
大
阪
府
、
奈
良
県
を
含
む
竹
内
街
道
・

横
大
路
沿
線
自
治
体
で
構
成
す
る
「
竹
内
街
道
・

横
大
路
（
大
道
）
活
性
化
実
行
委
員
会
」、
ま
た

和
歌
山
県
を
含
む
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
ー
ル

活
性
化
実
行
委
員
会
」
の
一
員
と
し
て
、
引
き

続
き
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
と
と
も

に
周
辺
の
活
性
化
、
歴
史
空
間
の
保
全
・
創
造

を
目
標
に
、「
葛
城
市
」
の
魅
力
を
更
に
発
信
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と
し
て
、
他
の

観
光
地
と
差
別
化
を
図
る
た
め
に
「
相
撲
発
祥

の
地
・
葛
城
市
」
と
し
て
、
他
に
は
な
い
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
お
も
て
な
し
で
誘
客
に
努
め
、
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
に
も
そ
の
文
化
遺
産
を
積
極

的
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
相
撲
館
に
お
き

ま
し
て
も
活
性
化
に
取
り
組
み
、
相
撲
部
屋
の

合
宿
誘
致
や
展
示
資
料
の
企
画
展
等
を
行
い
、
来

館
者
の
増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
新
年
度
の
市
政
運
営
と
重
要
施
策
に

つ
い
て
縷る

る々

ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
予
算
案
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、

可
能
な
限
り
国
等
の
制
度
や
民
間
活
力
を
有
効

に
利
用
し
、
本
市
財
政
に
は
で
き
る
だ
け
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
常
的
な
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
極
力

無
駄
を
省
い
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
市
政
運
営
は
二
期
目
の
総
仕
上
げ
の
年

を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
ご
ざ
い

ま
す
。
一
期
目
の
市
長
就
任
以
来
皆
様
方
と
と

も
に
築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
「
財
産
」
と

も
い
う
べ
き
数
々
の
施
策
を
、
今
後
ま
す
ま
す

盤
石
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
本
年
度
は
非

常
に
重
要
な
年
に
な
る
も
の
と
覚
悟
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
し
っ
か
り
と
地

に
足
を
着
け
、
時
間
の
許
す
限
り
市
民
の
皆
様

方
と
身
近
に
接
す
る
機
会
を
設
け
ま
し
て
、
忌

憚
の
な
い
お
声
を
聞
か
せ
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
有
益
な
情
報
を
得
て
着
実

に
市
政
に
還
元
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ま
ち
」
は
市
民
の
皆
様
の
も
の
で
す
。
そ
し

て
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
は
市
民
の
皆
様
方
自
身

が
「
住
み
よ
く
」
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

に
よ
っ
て
実
現
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
そ
の
よ
う
な
皆
様
の
思
い
に
応
え
る

た
め
、
職
員
共
々
一
丸
と
な
っ
て
精
一
杯
公
務
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
を
は

じ
め
市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本

定
例
会
に
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
諸
議
案

に
つ
き
ま
し
て
、
適
切
な
る
ご
決
定
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
ご
審
議
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
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4
月
10
日
、
満
開
の
菜
の
花
の
も
と
第
6

回
菜
の
花
ま
つ
り
ア
ー
ス
デ
イ
in
か
つ
ら
ぎ

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

廃
食
油
で
作
る
キ
ャ
ン
ド

ル
作
り
、
竹
と
ん
ぼ
づ

く
り
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
餅
つ
き

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
「
第
16
回
全
国
菜
の
花

サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
や
ま
と
」
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
科
会
が
同
会
場
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
数
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
葛
城
市
と
協

働
で
環
境
活
動
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
葛
城
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
廃
食
油
で
作
っ

た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
使
っ
た
「
キ

ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
集
い
」
の

事
例
発
表
を
行
い
、
葛
城
市
の

取
り
組
み
が
全
国
に
発
信
さ
れ

ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、

多
く
の
親
子
連
れ
な
ど
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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総事業費は、26 億 9 千万円で、国からの交付金が 12 億 3 千万円、合併特例債 13 億７千万円の内、交付税とし
て 9 億 6 千万円が算入されますので、葛城市の実質負担は 5 億円となり、それを１５年間で支払います。

 道の駅「かつらぎ」では、地域の特産物や新鮮な食材を提供する農産物・特産品の直
売所、農家カフェ、産地直送の鮮魚や産直素材を活かした焼きたてパンの販売、チャ
レンジショップなどの店舗、地元食材を利用した加工施設や市内の観光、史跡等を展示、
案内するかつらぎインフォメーションを整備します。
また、葛城市コミュニティバスの停留所を設けドライバー以外の方にもご利用いただ
ける道の駅を整備します。

この秋オープンに向け整備を進めております道の駅「かつらぎ」が、国土交通省において道の駅
として登録されます。また、平成２８年１月２７日に重点道の駅として選定も受けています。
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岩手県陸前高田市へ職員派遣

奈良県産材の積み木をお渡ししています。

むし歯・歯周疾患予防に取り組んでいます。

  東日本大震災によって被災した市町村の被災復興事
業実施に伴い職員が不足している中、中長期的な職
員派遣の要望を受けて岩手県陸前高田市に対し、人
的支援として平成２４年から継続して葛城市職員の
派遣を行っています。
  今年は、昨年度まで企画部企画政策課で広報を担当
した吉岡伸太郎さんを４月から派遣しています。吉
岡さんは「9 年間、葛城市役所で培ってきた経験を被
災地の復興に役立てたい」と話していました。

　「第２期葛城市健康増進計画」のなかの生活習慣病
予防の一つとして、「歯の健康」むし歯・歯周疾患
予防に取り組んでいます。ジェクス株式会社様より

「L8020 乳酸菌使用洗口液」を寄贈いただきました。
むし歯・歯周病菌が親から将来生まれてくる子ども
に感染しないようにするため、４月１日から妊娠届
を提出に来られた方にこの洗口液を配布しています。

　市民、企業、行政が協働でごみの分別・減量を考
える「2016 かつらぎエコチャレンジ」に企業として
参画いただいている㈱吉川国工業所様より、分別に
便利な２種類のごみ箱を合わせて１００個寄贈いた
だきました。ごみ減らし隊に参加いただいた皆様に
使用いただき、これからも分別にご協力いただきま
す。ありがとうございました。

　葛城市の木育推進事業として、奈良県における「奈
良の木の積み木」木育推進事業に基づいて当市にお
いても、奈良県産材の木の積み木に触れ、遊ぶこと
で自然素材を五感で感じ、豊かな心と感性を育む木
育を推進することを目的として、４月１日より出生
届の提出をされた方に対し、奈良県産材を使用して
作られた積み木をお渡ししています。

ごみ箱を１００個寄贈いただきました。
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私たちは、この街の民生委員・児童委員です
民生委員は、地域の皆さんが困ったときの相談・支援者です

▶社会福祉課

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
介
護
を
必
要
と
す
る

方
、
核
家
族
化
が
進
み
子
育
て
の

悩
み
や
児
童
虐
待
な
ど
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
家
庭
、
ま
た
、
心
身

に
障
害
が
あ
り
自
分
の
力
だ
け
で

は
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
難
し

い
方
々
の
生
活
上
の
悩
み
の
相
談

に
応
じ
、
ま
た
行
政
機
関
・
社
会

福
祉
団
体
と
の
橋
渡
し
や
調
整
を

行
な
う
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
地
域

福
祉
の
推
進
者
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
常
日
頃
か
ら
研
修
を
重
ね
福

祉
制
度
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
制
度
を
利
用
し
た
い
け

れ
ど
も
誰
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
場
合
、
お
気
軽
に
皆
さ

ん
の
地
域
担
当
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
住
ま
い
の
地
域
担
当
委
員

や
連
絡
先
に
つ
き
ま
し
て
は
社
会

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
相
談
内
容
や
調
査
の

上
で
知
り
得
た
内
容
は
、
守
秘
義

務
が
あ
り
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
下
さ
い
。

そ
の
他
に
も
、
す
こ
や
か
訪
問

（
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）
や
心
配
ご
と

相
談
業
務
、
敬
老
年
金
・
ま
ご
こ

ろ
弁
当
を
お
配
り
し
常
に
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
役
割
を

ご
存
じ
で
す
か
？

主
任
児
童
委
員
は
児
童
問
題
を

担
当
し
、
子
ど
も
の
生
活
全
般
に

わ
た
り
支
援
を
行
う
も
の
で
、
地

域
の
民
生
児
童
委
員
と
連
携
し
な

が
ら
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
、

児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
充
実
を

図
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
関
す
る
問
題
は
、
ひ

と
り
で
悩
ん
で
い
る
と
悪
い
方
向

へ
考
え
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
思
い
切
っ
て
相
談
す
れ
ば
、

自
分
で
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
解

決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

葛
城
市
に
は
、
56
名
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
４
名
の
主
任
児

童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委

嘱
さ
れ
、活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
12
日
～
18
日
は
活
動

強
化
週
間
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
知
っ
て

も
ら
い
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る

よ
う
願
っ
て
、
啓
発
運
動
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

氏　名 担当地域
板橋　重子 新庄（住吉・本町・東町）
福本　典子 新庄（桑之町・戎町）
吉藤ひろみ 新庄（宮前・屋敷町）・大屋
藤井本和世 葛木・南藤井
山本　孝子 寺口
足髙　温美 中戸
西川喜洋子 辨之庄
清村　葊美 疋田（本郷）北
土庫　裕子 疋田（本郷）南
髙橋　周代 疋田（東和苑）北
清村　二朗 疋田（東和苑）南
野平三津子 疋田（フルール）
吉村　幸余 北道穂・南道穂（北）
柗本美知子 南道穂
岡本希久子 西室・東室
山本　美代 柿本
川村貴久子 笛堂
布施　房代 北花内（本郷１地区）
加納佐和子 北花内（本郷２地区）
城　　京子 北花内（三才地区）

氏　名 担当地域
堀内　普子 北花内（近鉄地区）
吉川　正利 北花内（ＪＲ・出花内地区）
岡波　圭子 忍海北
森川　啓二 忍海南
安川　美鈴 薑・新村
花内貴美子 新町・南新町
堀内　久子 南花内・花内台
池田　利子 西辻・脇田
幸田　純永 林堂・山田
松田　卓己 平岡・山口・梅室・笛吹
松村佐世子 南今市
寺田　利惠 太田
山本　春美 兵家
南　美佐子 兵家
植田　好永 竹内
菊江さとみ 竹内
中川　久代 長尾
西田八重子 長尾
足髙知永子 長尾
野志とよ子 木戸

氏　名 担当地域
増田　文康 尺土
木田　真美 尺土
本田　節子 尺土
梅田　敬子 八川
庄田　勝葊 八川
藤本　尚子 八川
石井　久陽 大畑
奥本　楢輝 當麻
奥田　善啓 當麻
木下　厚子 當麻
石田千世子 勝根
吉田起三子 今在家
下村　友子 染野
山本　信代 新在家
杦岡　雅代 加守
岡本　聖子 加守
古城　惠子 主任児童委員（新庄地区）
安川　信正 主任児童委員（新庄地区）
松井　　操 主任児童委員（當麻地区）
杦岡　厚子 主任児童委員（當麻地区）

（敬称略）
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平成２７年度相談支援実績

区分 金額（月収入）
単身世帯 78,000 円 + 家賃額

（上限：33,000 円※）以内
2 人世帯 115,000 円 +40,000 円※ 以内

3 人以上世帯 140,000 円 + 家賃額
（上限：43,000 円※）以内

※家賃の上限額は、法改正により変わる場合があります。
　相談・申請時にご確認ください。

住居確保給付金の支給自立相談支援事業

生活に困りごとや不安を抱えている場合は、ま
ずは社会福祉課相談窓口にご相談ください。支援
員が相談を受けて、どのような支援が必要か一緒
に考え、具体的な支援プランを作成し、自立に向
けた支援を行います。

例えば…

生活困窮者の相談窓口は社会福祉課です
一人で抱え込まずに、まずはご相談ください

▶社会福祉課

地域とのコミュニ
ケーションが取れない

世帯主が離職した
仕事が見つからない
長い間働いていない住む所が

無くなりそう

処分に関し国民が行政庁（市長等）に不服を申
し立てることができる制度（不服申立制度）が、
公正性の向上、使いやすさの向上等の観点から、
約 50年ぶりに抜本的に見直されました。
審理員による審理手続や第三者機関への諮問手
続が導入され、公正性・透明性が高められます。
不服申立ての種類が原則として「審査請求」に

離職者であって就労能力および就労意欲のある
方のうち、住宅を喪失している方または喪失する
おそれのある方に対して、住居確保給付金が３か
月間を限度として支給されます。（一定の条件に
より３か月間の延長および再延長が可能です）
支給対象者
◦離職後、2年以内の方および 65歳未満の方
◦離職により住宅を喪失している方または賃貸住
宅に居住し喪失するおそれがある方
◦離職前に、主たる生計維持者であった方
◦就労能力および常用就職の意欲があり、ハロー
ワークへの求職申込みを行っている方または行
う方
◦申請者および申請者と生計を一とする同居の親
族の収入の合計額が次に定める収入基準額であ
ること

これ以外にも、受給資格要件等があり、受給資
格要件のすべてに該当する必要があります。
詳しくは、社会福祉課へお問い合わせください。

一元化され、審査請求ができる期間については、
処分があったことを知った日の翌日から 60日以
内とされていたものが、３ヶ月以内と延長されま
した。
平成 28年４月１日以降にされた処分に対する
不服申立てから、新しい制度が適用されます。

▶総務財政課

１ 生活困窮者相談受付件数 72 件（延べ件数 311 件）
２ プラン作成件数 29 件
３ 就職者数（率） 15 人（70%）
４ 生活福祉資金貸付件数 6 件

新たな行政不服審査法がスタートします
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国民健康保険では、人間ドックを受診する方
に対して助成を行います。ぜひ、この機会

にご活用ください。
申込み　保険課窓口で申請してください。
受付期間
　5月2日～平成29年2月28日（閉庁日を除く）
8：30 ～ 17：00（12：00 〜 13：00 は検査
機関の都合上、受付できない場合があります）

資格　下記の 3点をすべて満たしている方
※受診日に国民健康保険の資格を喪失している方
は、受診できません。

◦申請日において、満 35歳以上の方
◦申請日において、引き続き1年以上、葛城市国
民健康保険の被保険者である方

◦申請日において、前年度分までの国民健康保険
税を完納している世帯に属する方

持参するもの
　国民健康保険被保険者証・印鑑
　特定健康診査受診券（※）・質問票（※）
※対象の方へ 5月中旬頃に送付します。

受診期間　平成 28年 5月～平成 29年 3月末
検査機関　下記のどちらかで受診してください。
奈良県健康づくり財団（田原本町宮古 404-7）
　個人負担額　11,585 円
葛城メディカルセンター（大和高田市西町 1-45）
　個人負担額　11,250 円
※胃カメラを受診する場合は、別途費用がかかり
ます。また、胃カメラ時における生検費用は、
別途費用がかかります。
※葛城メディカルセンターでは、胃カメラを別の
医療機関で受診していただくことになります。
※ご希望に添えないこともありますので、受診希
望日を複数考えたうえで、お申込みください。
主な検査項目
◦内科診察◦身体測定◦生活食事調査◦便検査
◦尿検査◦末梢血検査◦血液生化学◦免疫血清
◦腹部超音波◦胸部Ｘ線◦胃透視または胃カメラ
◦肺機能◦視力検査◦眼底・眼圧◦聴力検査
◦安静心電図◦総合指導

病気を早期発見！人間ドックへ行こう！
〜検査費の 7 割を助成します〜

▶保険課

各健康保険において 40 歳から 74 歳までの被保
険者を対象に生活習慣病の予防と、生活習慣の改
善を目的とした特定健康診査を実施しています。

特定健康診査の実施方法は、加入している健康
保険によって異なりますので、健康保険組合また
は勤務先の事務所へお問い合わせください。

葛城市国民健康保険に加入の 40〜 74歳の方
　5 月中旬に受診券と質問票を送ります。特定健
康診査は下記の場所で受診できます。
◦集団健診 ◦市内の実施機関 ◦県内の実施機関
期間
　6 月 1 日㈬～平成 29 年 1 月 31 日㈫
※ただし、休診日は除く

後期高齢者医療制度に加入の方
　国民健康保険と同様に受診券と質問票を送りま
す。ただし、今年度中に 75 歳の誕生日を迎える
方は、健診を受ける前に手続きが必要になる場合
があります。
※今年 4 月〜 5 月の間に 75 歳の誕生日を迎え

る方は、受診券と質問票の送付が遅くなること
があります。
その他の方
　平成 28 年 4 月 1 日以降に各健康保険への加
入または脱退等の異動があった方は、葛城市が実
施する健康診査を受診できる場合があります。
　受診できるかどうかは、健康増進課へご確認く
ださい。

40 歳以上の方は、年 1 回特定健診を受けましょう
▶保険課・健康増進課
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軽自動車税

軽自動車税の納税通知書は 5月 10 日頃に送
付します。納税通知書が 5月 16 日頃を過

ぎてもお手元に届かない場合は、税務課までご
連絡ください。軽自動車税の納期は 5月（全期）
のみです。納付期限は 5月 31 日㈫です。納期内
納付にご協力ください。口座振替をご利用の方は、
納期限日が振替日になっています。前日までに預
貯金残高の確認をお願いします。
なお、市役所の窓口では、自動車税（普通自動
車）の納付はできません。

軽自動車税の減免
　軽自動車の所有（使用）者の障害の程度や使用
目的について、一定の要件を満たせば、申請によ
り軽自動車税が減免されます。
申請期限　5月 31日㈫まで
※�お手元に納付書が届き次第減免申請の受付をさ
せていただきます。
申請場所　税務課
必要な物
◦身体障害者手帳、療育手帳または精神保健福祉
手帳と自立支援医療受給者証（精神通院）
◦運転免許証
◦軽自動車検査証
◦印鑑
◦減免申請書
◦生計同一証明（対象者と申請者が同一または同
居の親族でない場合のみ必要）
◦通知カードまたはマイナンバーカード
※前年度に減免されていても、改めて平成 28年
度の申請をしないと減免されません。
※自動車税と軽自動車税の両方で減免申請はでき
ません。
※申請期限後に減免申請はでき
ませんので、必ず期限内に申
請してください。

自動車税は、毎年 4月 1日現在の所有者（割
賦販売などの場合は使用者）に課税されま

す。必ず納付期限（5月 31 日㈫）までに納付し
てください。納期限を過ぎてからの納付には延滞
金が加算されます。
金融機関や県税事務所の窓口だけでなく、コン
ビニ、ペイジー、インターネットを利用したクレ
ジットカードでも納付ができます。詳しくは、納
税通知書に同封のチラシをご覧ください。運輸支
局での登録手続きが遅れている等の理由により、
自動車税納税通知書が届いていない場合は、

奈良県自動車税事務所　自動車税第一課
【☎ 0743（51）0081】へご連絡ください。

※住所を変更した方や県外ナンバーの自動車をお
持ちの方は、運輸支局で速やかに変更登録の手
続きをしてください。

自動車税

平成 27年分の所得に関する証明書（所得、課
税証明書等）は下記の日付からの発行を予定して
います。
市県民税を勤務先の給料等から引き落とされている方
▶ 5 月 10 日㈫
市県民税を上記以外の方法で納付している方
▶ 6 月 1 日㈬

※確定申告または市県民税申告をしていない方や
事業所から市役所へ給与支払報告書が未提出の
方、納税義務者の扶養者になっていない方等、
所得に関する内容について本市が把握できない
方は、所得に関する証明ができません。平成
27 年中に収入が無い方でも、収入が無い旨の
申告をお願いします。

軽自動車税・自動車税の納付期限は 5 月 31 日です
納付期限までに納めましょう

▶税務課

平成 27年分所得証明書等の発行
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特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20

歳
未
満
の
身
体
や
精
神
に

中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
（
面
倒
を
み
て

い
る
）
父
や
母
、
あ
る
い
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

手
当
額

手
当
の
額
は
、
児
童
の
障
害
の

程
度
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

手
当
の
支
給
要
件

次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
場
合

は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
や

対
象
と
な
る
児
童
が
日
本
に
住

ん
で
い
な
い
と
き
。

②
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
（
通

所
施
設
は
除
く
）
に
入
所
し
て

い
る
と
き
。

③
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

※
必
要
書
類
が
す
べ
て
揃
わ
な
い

と
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

持
参
す
る
物

◦
印
鑑

◦
請
求
者
の
通
帳

◦
児
童
の
障
害
程
度
に
つ
い
て
の

医
師
の
診
断
書（
所
定
の
様
式
）

◦
戸
籍
謄
本

※
請
求
者
と
対
象
児
童
の
も
の

　
（
1
か
月
以
内
の
も
の
）

◦
住
民
票
謄
本

※
請
求
者
と
対
象
児
童
の
世
帯
全

員
の
も
の

（
1
か
月
以
内
の
も
の
）

申
請
時
に
提
出
す
る
書
類

◦
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書

◦
特
別
児
童
扶
養
手
当
振
込
先
口

座
申
出
書

◦
そ
の
他

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
た

だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

手
当
の
支
給
月

手
当
は
認
定
さ
れ
る
と
、
請
求

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
払
い
は
定
時
払
い
と
し
て
年

3
回
（
8
月
期
、
12
月
期
、
4
月

期
）、
請
求
者
の
指
定
し
た
金
融
機

関
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

※
12
月
期
分
の
み
支
払
い
日
が
1

か
月
早
く
な
り
ま
す
。

※
支
払
い
日
が
土
・
日
・
祝
日
に

あ
た
る
と
き
は
、
そ
の
直
前
の

金
融
機
関
の
営
業
日
と
な
り
ま

す
。

☆
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
制
限

額
を
超
過
し
た
年
度
に
つ
い
て

は
、手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障害の程度 手当の額（※）

1 級 51,500 円

2 級 34,300 円

※児童 1 人あたりの月額
〔平成 28 年 4 月改正〕

支払期 支払日 支払対象月

8 月期 8 月 11 日 4 〜 7 月分

12 月期 11 月 11 日 8 〜 11 月分

4 月期 4 月 11 日 12 〜 3 月分

特別児童扶養手当制度とは
身体や精神に中程度以上の障害のある児童の福祉のために

▶子育て福祉課

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

4
月
分
か
ら
手
当
額
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

物
価
変
動
に
応
じ
た
改
定
ル
ー

ル
が
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
次

の
手
当
に
つ
い
て
、
特
例
水
準

の
段
階
的
な
解
消
と
あ
わ
せ
て
、

0.8
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
平
成

28
年
4
月
分
か
ら
左
記
の
よ
う
に

金
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
子
育
て
福
祉
課
ま
で
。

平
成
28
年

3
月
分
ま
で

児童扶養手当 特別児童扶養手当
全部支給 一部支給 1 級 2 級

42,000 円 41,990 円～
9,910 円 51,100 円 34,030 円

➡
平
成
28
年

4
月
分
か
ら

児童扶養手当 特別児童扶養手当
全部支給 一部支給 1 級 2 級

42,330 円 42,320 円～
9,990 円 51,500 円 34,300 円
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※
（
）
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は
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【
部
長
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★
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部
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総
務
部
長
（
総
務
部
総
務
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政
課
長
）
安
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誠
▽
市
民
生
活
部
長
兼
新
炉
建
設
準
備
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長
事
務
取
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（
市
民
生
活
部
新
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建
設
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備
室
長
）
巽
重

人
▽
保
健
福
祉
部
長
（
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
）
水

原
正
義
▽
保
健
福
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部
理
事
兼
子
育
て
福
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課
長
事
務
取
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（
保
健
福
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部
子
育
て
福
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課
長
）
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幸
子
▽
産
業
観

光
部
長
（
産
業
観
光
部
農
林
課
長
）
池
原
博
文
▽
都
市
整

備
部
理
事
兼
都
市
計
画
課
長
事
務
取
扱
（
都
市
整
備
部
理

事
兼
建
設
課
長
事
務
取
扱
）
木
村
喜
哉
▽
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
事
務
取
扱
（
産
業
観
光
部
長
）
下
村
喜
代
博

★
議
会
事
務
局
議
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局
総
務
課

長
）
中
井
孝
明

★
教
育
委
員
会
部
局
理
事
兼
生
涯
学
習
課
長
事
務
取
扱

（
生
涯
学
習
課
長
）
和
田
正
彦

【
課
長
級
】　
★
市
長
部
局
　
企
画
部
人
事
課
主
幹
（
企
画

部
人
事
課
長
補
佐
）
東
錦
也
▽
総
務
部
総
務
財
政
課
長
（
総

務
部
税
務
課
長
補
佐
）
米
田
匡
勝
▽
総
務
部
税
務
課
長
（
総

務
部
総
務
財
政
課
主
幹
）
吉
村
雅
央
▽
市
民
生
活
部
市
民

窓
口
課
長
（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
主
幹
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吉
村
泰
祐

▽
市
民
生
活
部
保
険
課
長
（
當
麻
文
化
会
館
主
幹
兼
新
庄

文
化
会
館
主
幹
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本
美
起
代
▽
市
民
生
活
部
當
麻
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
主
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民
生
活
部
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
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タ
ー

所
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佐
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井
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保
健
福
祉
部
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会
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健
福
祉
部
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健
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部
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健
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▽
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健
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部
長
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長
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健
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長
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長
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▽
保
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部
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兼
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文
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▽
保
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部
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健
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▽
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康
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長
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総
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収
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▽
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推

進
課
）
奥
田
雅
彦
▽
都
市
整
備
部
建
設
課
長
補
佐
（
都
市

整
備
部
建
設
課
）
石
橋
和
佳
▽
都
市
整
備
部
建
設
課
長
補

佐
（
都
市
整
備
部
建
設
課
）
勝
浪
栄
次

★
水
道
部
局
上
下
水
道
部
水
道
課
長
補
佐
（
保
健
福
祉

部
子
育
て
福
祉
課
長
補
佐
）
井
邑
陽
一

★
教
育
委
員
会
部
局　
新
庄
小
学
校
附
属
幼
稚
園
主
任
教

諭
（
當
麻
小
学
校
附
属
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
杉
本
喜
久
代

▽
當
麻
小
学
校
附
属
幼
稚
園
主
任
教
諭
（
新
庄
小
学
校
附

属
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
山
下
陽
代
▽
図
書
館
長
補
佐
（
新

庄
図
書
館
）
石
川
孝
子
▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐
（
市
民
生

活
部
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
白
澤
真
治
▽

中
央
公
民
館
長
補
佐
（
上
下
水
道
部
水
道
課
長
補
佐
）
早

田
幸
介
▽
歴
史
博
物
館
長
補
佐
（
歴
史
博
物
館
）
田
中
慶

治【一
般
】　
★
市
長
部
局
　
企
画
部
人
事
課
（
教
育
総
務
課
）

西
川
雅
大
▽
企
画
部
企
画
政
策
課
（
総
務
部
税
務
課
）
下

村
奈
央
美
▽
企
画
部
情
報
推
進
課
（
新
規
採
用
）
榮
井
一

義
▽
総
務
部
総
務
財
政
課
（
企
画
部
人
事
課
付
奈
良
県
相

互
派
遣
）
神
橋
秀
幸
▽
総
務
部
生
活
安
全
課
（
市
民
生
活

部
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
西
川
康
光
▽
総
務
部
税
務

課
（
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
）
入
江
一
吉
▽
市
民
生
活

部
市
民
窓
口
課
（
会
計
課
）
奥
村
梨
江
▽
市
民
生
活
部
保

険
課
（
産
業
観
光
部
農
林
課
）
倉
田
主
税
▽
市
民
生
活
部

保
険
課
（
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課
）
西
川
好
彦
▽
市
民

生
活
部
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
企
画
部
人
事
課
付
葛

城
地
区
清
掃
事
務
組
合
派
遣
）
西
田
勝
美
▽
保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課
（
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
）
杉
本
照
代
▽

保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
（
新
規
採
用
）
土
井
菜
摘
▽

保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
１
保
育
所
（
保
健
福

祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
２
保
育
所
）
有
江
侑
子
▽
保

健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
１
保
育
所
（
新
規
採
用
）

田
中
真
生
子
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
２
保

育
所
（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
１
保
育
所
）

川
井
貴
代
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
２
保
育

所
（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
當
麻
第
１
保
育
所
）
永

座
美
奈
子
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
２
保
育

所
（
新
規
採
用
）
松
原
有
美
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉

課
當
麻
第
１
保
育
所
（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城

第
２
保
育
所
）
重
本
真
由
美
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉

課
當
麻
第
１
保
育
所
（
新
規
採
用
）
清
石
朋
子
▽
保
健
福

祉
部
長
寿
福
祉
課
（
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
）
能
海
正

男
▽
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
（
新
規
採
用
）
西
井
愛
▽

保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
（
新
規
採
用
）
阪
倉
惠
理
▽
保

健
福
祉
部
健
康
増
進
課
（
新
規
採
用
）
後
藤
真
紀
▽
保
健

福
祉
部
健
康
増
進
課
（
新
規
採
用
）
辻
本
瑞
妃
▽
保
健
福

祉
部
こ
ど
も
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
奈
良
県
）
川

㟢
圭
三
▽
保
健
福
祉
部
こ
ど
も
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
生
涯
学
習
課
）
中
西
昌
弘
▽
産
業
観
光
部
農
林
課
（
市
民

生
活
部
保
険
課
）
高
松
和
弘
▽
産
業
観
光
部
農
林
課
（
新

規
採
用
）
丹
賀
圭
一
▽
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課
（
企
画

部
企
画
政
策
課
）
吉
岡
伸
太
郎
▽
産
業
観
光
部
商
工
観
光

課（
新
規
採
用
）南
部
優
子
▽
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課（
保

健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
）
吉
田
大
樹
▽
都
市
整
備
部
都
市

計
画
課
（
都
市
整
備
部
建
設
課
）
小
原
敏
文
▽
都
市
整
備

部
建
設
課
（
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
）
稲
田
恭
一
▽
都

市
整
備
部
建
設
課
（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
）
吉
川
広

一
▽
上
下
水
道
部
下
水
道
課
（
市
民
生
活
部
保
険
課
）
川

崎
智
裕

★
議
会
事
務
局
総
務
課
（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
）

吉
留
瞳

★
教
育
委
員
会
部
局
教
育
総
務
課
（
新
規
採
用
）
髙
田

萌
菜
美
▽
学
校
教
育
課
（
企
画
部
情
報
推
進
課
）
桒
原
聡

▽
新
庄
北
小
学
校
附
属
幼
稚
園
（
磐
城
小
学
校
附
属
幼
稚

園
）
堀
川
純
世
▽
磐
城
小
学
校
附
属
幼
稚
園
（
新
庄
小
学

校
附
属
幼
稚
園
）
和
田
久
美
子
▽
磐
城
小
学
校
附
属
幼
稚

園
（
當
麻
小
学
校
附
属
幼
稚
園
）
吉
岡
朋
子
▽
新
庄
図
書

館
（
當
麻
図
書
館
）
淡
中
ひ
と
み
▽
當
麻
図
書
館
（
議
会

事
務
局
総
務
課
）
井
谷
亜
耶
▽
体
育
振
興
課
兼
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
教
育
総
務
課
）
葛
本
康
彦

◎
退
職
者

３
月
31
日
付

【
部
長
級
】　
★
市
長
部
局
　
山
本
眞
義
（
総
務
部
長
）
▽

芳
野
隆
一
（
市
民
生
活
部
長
）
▽
山
岡
加
代
子
（
保
健
福

祉
部
長
）
▽
邨
田
康
司
（
会
計
管
理
者
）

★
議
会
事
務
局
寺
田
馨
（
議
会
事
務
局
長
）

【
課
長
級
】
★
市
長
部
局
　
森
岡
偉
晃
（
総
務
部
総
務
財
政

課
主
幹
）
▽
西
川
佳
嗣
（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
長
）

▽
中
嶋
卓
也
（
市
民
生
活
部
保
険
課
長
）
▽
門
口
尚
弘
（
保

健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
長
）
▽
石
田
勝
則
（
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課
長
）

★
教
育
委
員
会
部
局
西
川
信
明
（
教
育
総
務
課
長
）
▽

高
津
和
司
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
松
田
和
男
（
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

【
課
長
補
佐
級
】　
★
市
長
部
局
奥
田
久
郎
（
都
市
整
備

部
建
設
課
長
補
佐
）

◎
人
事
交
流
に
よ
り
国
土
交
通
省
へ

【
一
般
】
★
市
長
部
局
石
田
智
士
（
総
務
部
税
務
課
）

▼
人
事
課
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人権擁護委員の日をご存知ですか
6 月 1 日は、人権擁護委員法が施行された日です

▶人権政策課

さわやかウォーキング教室参加者募集
〜自然・歴史・文化とふれあい、リフレッシュしませんか〜

▶体育振興課

イベント
募集

昭
和
23
年
に
ま
ず
政
令
に
基

づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
設
け
ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１

日
に
人
権
擁
護
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の

中
に
あ
って
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

21
世
紀
が
「
人
権
の
世
紀
」
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ

し
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正

し
く
認
識
し
、
こ
れ
を
前
提
と
し

て
他
人
の
人
権
に
も
十
分
配
慮
し

た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
相
手
の

気
持
ち
を
考
え
、
思
い
や
る
こ
と

の
大
切
さ
を
一
人
ひ
と
り
の
心
に

訴
え
て
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
相
互
に
共
存
し
得

る
平
和
で
豊
か
な
社
会
の
実
現
に

向
け
た
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
す
べ
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。　

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が

お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
作
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

そ
う
し
た
目
的
で
、
葛
城
市
に

お
い
て
も
、「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
に
人
権
相
談
所
を
開
設
い
た

し
ま
す
。

人
権
相
談
所
を
開
設

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
、
差
別

の
問
題
、
家
庭
内
の
問
題
、
Ｄ
Ｖ

や
虐
待
、
子
ど
も
・
女
性
に
関
す

る
問
題
等
々
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
相
談
内
容
等
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と
き　
６
月
１
日
㈬

　
午
前
9
時
～
正
午

と
こ
ろ

忍
海
集
会
所
１
階

相
談
室

自
然
と
歴
史
、
文
化
に
触
れ

合
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
１
回

と
き　
６
月
26
日
㈰

コ
ー
ス

山
の
辺
の
道
コ
ー
ス
１

第
２
回

と
き　
11
月
27
日
㈰

コ
ー
ス

山
の
辺
の
道
コ
ー
ス
２

第
３
回

と
き　
平
成
29
年
２
月
26
日
㈰

コ
ー
ス　
山
の
辺
の
道
コ
ー
ス
３

申
込
締
切

　
５
月
27
日
㈮

午
後
５
時
ま
で

申
込
場
所

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
48
）
６
６
０
０
】

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
【
☎
（
69
）
６
９
６
１
】

※
毎
週
火
曜
日
と
第
２・
４
水
曜

日
は
休
館
日
で
す
。

申
込
書

各
申
込
場
所
に
あ
り

ま
す
。

※
各
回
と
も
、
交
通
費
、
入
場
料

等
は
自
己
負
担
で
す
。

※
運
動
で
き
る
服
装
で
、
昼
食
・

飲
み
物
・
雨
具
・
タ
オ
ル
等
を

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

広告（広告を募集しています。詳しくは、企画政策課まで）
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イベント／募集

市
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、
ま

た
は
こ
れ
か
ら
活
動
さ
れ
る
団
体

に
対
し
、
そ
の
活
動
経
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。
多
数
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

5
月
13
日
㈮
ま
で

対
象
と
な
る
事
業

①
市
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
対

し
、
市
民
活
動
団
体
か
ら
提
案

い
た
だ
く
事
業

⑴
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

⑵
環
境
保
全
・
創
出
に
関
す
る

事
業

⑶
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
事
業

②
市
民
活
動
団
体
が
自
由
な
テ
ー

マ
で
提
案
い
た
だ
く
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

活
動
や
、
創
意
工
夫
が
み
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
事
業

注
意
事
項

◦
1
団
体
に
つ
き
、
1
事
業
の
応

募
と
し
ま
す
。

◦
原
則
、
応
募
し
た
年
度
内
に
実

施・完
了
す
る
事
業
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
事
業
の
開
始
時
期
等

の
特
別
な
理
由
に
よ
り
申
請
年

度
中
に
完
了
で
き
な
い
場
合
に

つ
い
て
は
、
審
査
の
上
、
さ
ら

に
2
年
を
限
度
と
し
て
実
施
期

間
の
延
長
が
で
き
ま
す
。

◦
す
で
に
、
市
や
他
団
体
等
か
ら

補
助
金
を
受
け
て
い
る
事
業
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
団
体

①
構
成
員
数
が
3
名
以
上
で
、
市

内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
方
を
主
た
る
構
成
員
と
し

て
い
る
団
体
。
た
だ
し
、政
治・

宗
教
・
営
利
活
動
目
的
の
団
体

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人

補
助
金
の
交
付

　

補
助
対
象
経
費
に
つ
い
て
、

20
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま

す
。
な
お
、
助
成
金
は
事
業
完
了

後
に
交
付
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
実
施
期
間
の
延
長
申

請
を
行
い
、
事
業
の
認
定
を
再
度

受
け
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に

つ
い
て
、
2
年
度
目
は
20
万
円
を

限
度
と
し
て
、
3
年
度
目
は
10
万

円
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

申
請
書
・
申
込
み
等

　
申
請
書
お
よ
び
募
集
要
項
の
配

布
、
申
込
み
の
受
付
は
企
画
政
策

課
（
新
庄
庁
舎
3
階
）
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
書
お
よ
び
募
集
要

項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

事
業
の
決
定

　
皆
さ
ま
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た

事
業
企
画
は
、審
査
委
員
会
に
て
、

書
類
に
よ
る
１
次
審
査
（
5
月
24

日
㈫
）、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
2
次
審
査（
6
月
19
日
㈰
）

を
行
い
、
採
択
す
る
事
業
を
決
定

し
ま
す
。

　
な
お
、審
査
は
、「
社
会
貢
献
度
」

「
発
展
性
」「
計
画
性
」「
経
費
適
正
」

な
ど
の
基
準
を
総
合
的
に
考
慮
し

て
行
い
ま
す
。

皆さんの魅力あるまちづくりを応援します
〜市民活動支援事業〜

▶企画政策課

広告（広告を募集しています。詳しくは、企画政策課まで）
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広告（広告を募集しています。詳しくは、企画政策課まで）

補助対象システム
　次の要件をすべて満たすもの
①最大出力の合計値が 2kw以上 10kw未満であ
るもの

②未使用品であるもの
③一定の品質、性能保証があること
補助対象者
　次の要件をすべて満たす方
①市内に住所を有する方で補助対象システムを市
内の自ら居住する 1戸建て住宅に設置した方、
または市内で自ら居住するために補助対象シス
テムが設置された 1戸建て新築住宅を購入し
た方

②電力受給開始日から起算して 1年以内に申請
した方

③電力の全量買取制度の対象とならないシステム
を設置している方

④市税等を滞納していない方
補助金額
　1住宅につき一律 5万円 1回限り

補助対象システム
燃料電池普及促進協会（FCA）が交付する補
助金の対象となるシステムであるもの
補助対象者
　次の要件をすべて満たす方
①市内に住所を有する方で補助対象システムを市内
の自ら居住する1戸建て住宅に設置した方、また
は市内で自ら居住するために補助対象システムが
設置された1戸建て新築住宅を購入した方

② FCAの補助金交付決定を受けた日から起算し
て 1年以内に申請した方

③市税等を滞納していない方
補助金額
　1住宅につき一律 5万円 1回限り

地球温暖化対策の推進、温室効果ガスの削減、
環境保全意識の高揚を図るため、お住まい

の住宅に太陽光発電システム・燃料電池コージェ
ネレーションシステム（エネファーム）を設置す
る方に補助金を交付します。

住宅用太陽光発電システム

家庭用燃料電池コージェネレーション
システム（エネファーム）

住宅用太陽光発電システム・家庭用燃料電池コージェネレーション
システム設置補助制度のご案内

▶環境課

受付期間
住宅用太陽光発電システム・家庭用燃料電池
コージェネレーションシステム（エネファーム）
ともに平成 29年２月 28日㈫までの開庁時間
申請方法
市ホームページまたは環境課にある申請書に必
要事項を記入し、必要書類を添えて環境課へ提
出してください。（郵送不可）
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▶生活安全課

幼児二人同乗用自転車購入費用を補助します
　

受付期間
　6 月 6日㈪〜 20日㈪（土・日を除く）
受付時間
　9：00 〜 17：00
受付場所
　環境課（新庄庁舎）
申請方法
　墓地使用許可申請書（環境課窓口で配布）
に必要事項を記入・押印し、住民票謄本また
は戸籍謄本を添付のうえ、受付期間中に申請
してください。ただし、申請は本人またはそ
の家族に限ります。
　新規の墓地・返還の墓地のどちらかの申し
込みとします。

使用料および管理費
区分 区画面積 使用料 管理費 予納金
A 0.9 × 1.8m 27 万円 2,160 円／年 7 万円
B 1.8 × 1.8m 45 万円 3,240 円／年 12 万円
C 3.6 × 1.8m 90 万円 5,400 円／年 25 万円

墓地使用および使用地の決定
　7月 6日㈬に市役所で抽選し決定します。

※詳しくは広報かつらぎ 6月号でお知らせし
ます。

▶︎環境課

霊苑墓地の使用者を募集します

この制度は、子育て支援事業の一環として幼
児二人同乗用自転車の普及を促進し、自転

車利用者の安全を図るとともに、購入者に対しそ
の費用の一部を補助します。

対象自転車
平成 21年７月１日以降に新車購入した幼児二
人同乗用自転車
＊申請は１世帯１回のみ
＊�ＢＡＡマーク㈳自転車協会（幼児二人同乗用自
転車安全基準認定証）、または
　�ＳＧマーク㈶製品安全協会（幼児二人同乗用）
が貼付されたもの（オプション設置の座席を含
む。）
対象者　次の要件を全て満たす方
①購入時および申請時に２人以上の幼児（６歳未
満）の養育者で、市内に住所を有し、現に居住
している方
②購入後１年以内に本交付申請をした方

③本人および同一世帯のかたが市税等を滞納して
いない方
補助金額
購入価格（消費税含む）の２分の１に相当する
額（100円未満の端数が生じた場合は切り捨て）
＊限度額４万円
申請に必要なもの
①申請書および請求書　
（市役所新庄庁舎２階　生活安全課にあります）

②領収書
（申請者氏名・購入品目の名称が記載された原
本でレシートは不可）

③製造メーカー保証書の写し
（型番・車体番号・保証期間・
申請者の氏名、住所、購入
先が明記され、幼児二人同
乗用自転車安全基準に適合
することが確認できるもの）

④印鑑
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まちの安全

４月１日付で次のとおり役員が任命されました。
（敬称略）

団長　　田中　孝明
副団長　斉藤　恵史
副団長　下村　雅英
副団長　吉井　博
副団長　山田　裕清
第１分団　分団長　　安川　雅文　　　　　
　　　　　副分団長　仲嶋　直樹
第２分団　分団長　　木綿　敏
　　　　　副分団長　南　　邦弘
第３分団　分団長　　髙松　智郎
　　　　　副分団長　井上　泰次
第４分団　分団長　　杉岡　義弘
　　　　　副分団長　芦髙　由香
第５分団　分団長　　西川　義司　　　　　
　　　　　副分団長　窪田　哲規
第６分団　分団長　　植田　守彦
　　　　　副分団長　杉岡　正浩

▶生活安全課

日本消防協会長より、
本市消防団副団長

の下村雅英さん（當麻）
が、永年に亘る団員の模
範となる消防団活動の活
躍により、精績章を受章
されました。

▶生活安全課

精績章を受章 消防団役員構成が
変わりました

11名の女性消防団員誕生

～１１９番通報のお願い～

☎119 〜火災・救急・救助の統計〜
平成28年3月 平成 28年累計

火災 1 件 3 件
救急 145 件 398 件
救助 2 件 5 件
住宅用火災警報器を設置しましょう！

▼葛城消防署への問い合わせは、
一般【☎ 0745（69）7171】

火災案内【☎ 0180（99）7552】

4 月 1日、葛城市に 11人の女性消防団員が誕
生しました。
女性の持つソフトな面をいかして、火災予防・

地域防災に関する広報や指導を行うことや応急手
当の普及活動、消防団・消防署が行う主要行事へ
の参加、また、災害時の後方支援などを行ってい
ただく予定です。　　　　　　　　▶生活安全課

１１９番通報する時は、住所・番地・氏名（事
業所名等）・近くの目標物をはっきり伝えてくだ
さい。
特に、屋外での事故等の場合は、場所（出来る

だけ詳しく）・目標物からの方向、距離などを伝
えてください。
また、葛城市内では、カーブミラーに現在地を

示す番号が貼られていますので、その番号を伝え
てください。
迅速な出動がおこなえるよう、火事・救急・救

助は１１９番でお願いします。
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5

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

6

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

■つどいの広場　　■わんぱくルーム
■キンダーランド　■ひよこルーム
こあらルーム…5 月 9 日㈪・6 月 13 日㈪
らっこルーム…5 月 23 日㈪・6 月 27 日㈪
おでかけ広場（ゆうあいステーション）
　　　　　　…5 月 17 日㈫・6 月 21 日㈫
お話を楽しむ日　10：30〜

5 月 11 日㈬	 子育て支援センター
5 月 16 日㈪	 當麻児童館
5 月 18 日㈬	 磐城児童館
6 月   8 日㈬	 子育て支援センター
6 月 20 日㈪	 當麻児童館
6 月 22 日㈬	 磐城児童館
童謡を楽しむ日　10：00〜

5 月 2 日㈪	 子育て支援センター
6 月 6 日㈪	 當麻児童館
★つどいの広場ではお話を楽しむ日と童謡を楽し
　む日があります。どの施設でも参加できます。

好評につき今年も開催決定！
先着で限定 10組
パパ流はじめての育児講座

～赤ちゃんと遊ぶための極意～
はじめての子育てを楽しむパパが増えていま

す！　子どもが喜ぶ遊びを
もっと知りたいという方必
見です。

定員：先着 10 組
対象：�葛城市在住の生後

2 か月から概ね 12 か月の第 1 子赤ちゃ
んとその両親

日時：�① 5 月 15 日㈰　② 5 月 29 日㈰ 
③ 6 月 12 日㈰　全て 10:00 ～ 12:00

※ 1 回からでも参加できます。3 回全て出席され
るとより学べます。
場所：新庄健康福祉センター（北花内 341 番地）
申込方法：健康増進課（0745）69-9900
参加費：無料　　　　　
主催：葛城市　人権政策課　63-1431　 

健康増進課　69-9900

こども・若者サポートセンターからのお知らせ
5 月から當麻保健センターの改修工事を行いま

すが、業務はこれまでとおり行います。子育て、
発達 ･ 障害、ニート ･ ひきこもり、いじめ ･ 不登
校等の相談に、臨床心理士 ･ 保健師 ･ 保育士 ･ 社
会福祉士などの専門職が対応いたします。まずは
お電話ください。

TEL 0745-48-8
ハローサンキュー

639
受付時間　月～金曜　9:00 ～ 17:00

平成 28 年度子育て支援事業について
5 月より平成 28 年度の年齢別つどいが始まります。
　※わんぱくルーム　當麻地区は第 2 火曜日　新庄地区は第 2 金曜日
　※ひよこルーム　　當麻地区は第 4 火曜日　新庄地区は第 4 金曜日
　　子育て支援センターで開催しますので、お間違いのないように参加してください。
　わんぱく…　2 歳児（平成 25 年 4 月 2 日～平成 26 年 4 月 1 日生）
　ひよこ　…　1 歳児（平成 26 年 4 月 2 日～平成 27 年 4 月 1 日生）
　こあら　…　0 歳児（平成 27 年 4 月 2 日～平成 27 年 9 月 30 日生）
　らっこ　…　0 歳児（平成 27 年 10 月 1 日～平成 28 年 4 月 1 日生）
　　

年齢別つどい
　同じ年の子どもをもつ親子のつどいです。毎日の子育てをする中で、同い年だから思う子どもの
育ちや悩みなどの情報交換もできます。保育士が親子のかかわりを楽しみながら、それぞれの年齢
にふさわしい経験ができるような活動を提供します。皆さん参加して子育てなかまを作りませんか。
詳しくは
葛城市子育て支援センター（新庄健康福祉センター内） TEL 0745-69-5241  FAX 0745-69-5301
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乳幼児各種健診・予防接種等の実施日程（5 月 10 日〜 6 月 9 日）

健 康 増 進 課
インフォメーション

万年青年歩こう会
　とき　5 月 6 日㈮・6 月 2 日㈭
　　　　9：00 出発
　　「会費無料・事前申し込み不要」
かるがもの会
　とき　5 月 13 日㈮　9：00 出発
　　「会費無料・事前申し込み不要」
集合場所
　ともに
　新庄健康福祉センター

医療機関で受ける子宮がん・乳がん検診
（個別検診）の受付始まる
　女性が生涯のうちがんになる
確率は現在 45% で、ほぼ２人
に１人ががんにかかるといわれ
ています。
　中でも乳がんは、女性のがん
罹患率１位です。（12 人に 1 人がかかる）
　がんは検診で早く見つけてしまえば（早期発
見）、完治できるものもあります。たとえば、早
期の子宮頸がんは 90% が完治します。
　早期発見とは、自覚症状を感じてすぐ病院へい
くことではありません。
　自覚のないうちに定期的にがん検診を受けるこ
と。それを続けて、がんの早期発見が可能になり
ます。
　国が薦める子宮がん検診は 20 歳以上、乳がん
検診は 40 歳以上が対象です。（２年に１度の補
助）受診を希望する方は、新庄健康福祉センター
または當麻保健センターまで、受診票を取りにお
越しください。

5 月 31日は世界禁煙デー、
5月 31日から 6月 6日までは禁煙週間です
　世界禁煙デーは、たばこを吸わないことが一般
的な社会習慣となるよう様々な対策を講ずるべき
であるという世界保健機構（ＷＨＯ）の決議によ
り定められました。
　禁煙についてのご相談は、市
の健康相談をご利用ください。

事業 対象 とき 受付時間 ところ
予防接種・乳幼児健診 
問診票等交付会 平成 28 年 3 月生まれ 5 月 13 日㈮ 9：45 ～ 10：00

新庄
健康福祉
センター

ペアレンツクラブ 
（美ＢＯＤＹ（骨盤と歯）編） 妊婦 5 月 19 日㈭ 予約制
ペアレンツクラブ 

（赤ちゃん Welcome 夫婦編） 妊婦とその夫 6 月 5 日㈰ 予約制

4 か月児健康診査 平成 27 年 12 月生まれ 5 月 12 日㈭ 13：30 ～ 14：45平成 28 年 1 月生まれ 6 月 9 日㈭
7 か月児教室 平成 27 年 8・9 月生まれ 5 月 20 日㈮ 9：45 ～ 10：00

10 か月児健康診査 平成 27 年 6 月生まれ 5 月 11 日㈬ 13：30 ～ 14：45平成 27 年 7 月生まれ 6 月 8 日㈬

パパ流はじめての育児講座 生後２か月～１２か月前後の
第１子と両親

５月１５日㈰ 9：45 ～ 10：00５月２９日㈰
1 歳 6 か月児健康診査 平成 26 年 9 月 1 日～ 

平成 26 年 10 月 22 日生まれ 5 月 18 日㈬ 13：30 ～ 14：45

2 歳 6 か月児歯科健康診査 平成 25 年 10 月 1 日～ 
平成 25 年 11 月 10 日生まれ 5 月 16 日㈪ 予約制

3 歳 6 か月児健康診査 平成 24 年 9 月 23 日～ 
平成 24 年 10 月 22 日生まれ 5 月 23 日㈪ 13：30 ～ 14：45

乳幼児健康相談 小学校入学以前の乳幼児 5 月 27 日㈮ 9:15 ～ 10：455 月 30 日㈪
※年間の予定は健康カレンダーでご確認ください。
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おはなし会

【第２０回葛城歌壇　短歌募集】
今年も葛城歌壇の短歌を募集します。皆さまのご

応募をお待ちしています。
応募方法

１人２首以内（自作未発表作品、応募作品の著作
権は図書館に帰属）
応募用紙または原稿用紙に、作品、住所、氏名、
年齢、電話番号を記入（漢字には必ずフリガナ）

出詠料　市内在住者は無料
応募締切　８月 31 日㈬　※当日消印有効
応募先・問い合わせ　新庄図書館

【マイナンバーカード】
市民の皆様の利便性が高まるように４月から、マ

イナンバーカードで図書館の利用（本の貸出）がで
きるようになりました。詳しくは図書館へお問い合
わせください。

＊新着図書＊　
【一般書】

ふんわり、しっとりケーキ
－生クリームだからおいしい！－	

浜内　千波　新庄館
１株でもたっぷり収穫！小さな畑の野菜づくり
　－達人のすごいワザ、大集合－	

斎藤　忠　當麻館
いのちをむすぶ	 佐藤　初女　新庄館

【児童書】
交番のヒーロー －おしごとのおはなし 警察官－
	 如月かずさ　當麻館
くるみの冒険１	 村山　早紀　新庄館
アンパンマンはじめてのことばえほん〈ぐんぐん〉
－えいごつき－	 やなせたかし　當麻館

 

とき　5 月 15 日㈰　13：30 ～　
ところ　當麻図書館　おはなしの部屋

◇おはなし：北林のたぬき
☆�大型絵本：ふえたふえた　ほか

とき　5 月 28 日㈯　14：00 ～　
ところ　新庄図書館　ふれあいルーム

◇大型絵本：はらぺこあおむし
☆おはなし：だいくとおにろく　ほか

　◇…小さい子向け　☆…大きい子向けプログラム
※おはなしが始まると部屋には入れません。時間に間に合うようにお越しください。

図書館を利用するときは、
「図書利用券」を

忘れずに持って来てね！

４月７日、新庄北小学校に１年生 42人が入学し
ました。緊張した表情で登校してきた１年生でした
が、式を終えて帰るころには緊張も少しほぐれて、
にこにこした表情になっていました。新たな１年生
も加わり、北小 266 名のスタートの日となりました。

北小は、入学式に２～６年生全員が参加します。
前日にみんなで学校をきれいにし、式場の準備をし

ます。当日も６年生が、１年生に名札をつけたり、
教室に案内したりして学校のリーダーとして活躍し
ます。式では歓迎の言葉や歌を全員で歌い、１年生
を迎えます。それぞれの学年が、いろいろな場面で
１年生を大歓迎しています。きっと１年生も学校に
慣れて、楽しく毎日を過ごせるようになると思いま
す。

４２人の新入生を迎えました

葛城っ子スペシャルショット

新庄北小学校
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文化
教養

催し物のご案内
ところ 催し物 とき 主催

新庄文化会館
（マルベリーホール）

Yukako Ballet Studio Class Concert 
バレエ教室勉強会 5 月 29 日㈰　14：30〜 鎌垣佑佳子

當麻文化会館
絹歌謡塾　歌祭り 5 月 29 日㈰　10：00〜 絹歌謡塾
當麻太鼓白鳳座　設立 15 周年記念公演 6 月 5日㈰　13：30〜 當麻太鼓白鳳座

春季企画展

『大和と河内・堺の往
ゆきき
来

―江戸時代の竹内街道と大和川―　』
　江戸時代における葛城及びその近隣地域と、文化・
経済などにおいて深い交流のあった、河内や堺との
関係について、関連史料を集め、これまで知られて
いなかった諸相を明らかにし、当時の人々の往来の
様子を紹介します。
展示構成
　1. 竹内街道。　　2. 大和川。　　3.葛城と堺。
とき　開催中～６月 26日㈰　
ところ　歴史博物館　特別展示室
入館料　大人 200 円　高校・大学生 100 円
　　　　小・中学生 50 円
開館時間　9：00 〜 17：00（入館は 16：30 まで）
休館日　毎週火曜日／第 2・第 4 水曜日

公開講座【葛城学へのいざない】
【第２回】　
　演題　春季企画展記念講演会Ⅰ
　『堺から葛城へ伝わった浄土真宗』　
　とき　5月 15日㈰　14：00 〜　
　講師　岡村 喜史さん（本願寺史料研究所研究員）

【第３回】　
　演題　春季企画展記念講演会Ⅱ
　『大和と河内・堺の往来（ゆきき）』　
　とき　5月 28日㈯　14：00 〜　
　講師　田中　慶治（当館館長補佐）

　ところ
　歴史博物館あかねホール
　定員　150 名
　※参加無料
　申し込み
　�電話または事前に窓口で
受付

「宝くじ文化公演」

夏川りみと京フィルコンサート
とき　平成 28年６月 17日㈮
　　　開場　18：30
　　　開演　19：00
ところ　新庄文化会館
入場料
　全席指定（税込み）
　2,000 円（当日 2,500 円）
　高校生以下
　1,000 円（当日 1,500 円）
※宝くじの助成により、特別
料金となっています。
※�前売りで完売した場合は、
当日券はございません。
※未就学児のご同伴・ご入場はご遠慮ください。
好評発売中！！
※�お一人様一回に購入出来る枚数は 6枚迄とさせ
て頂きます。

マルベリー友の会会員を募集中！

有効期間　4月 1日～平成 29年 3月 31日
年会費　1,000 円
会員特典 
☆�マルベリーホール主催の公演チケットが、割引価
格で一般発売日より前に電話にてご予約できま
す。割引購入枚数は、１会員につき２枚まで（先
行電話予約枚数を含みます）
☆�マルベリーホール主催のイベント情報をお送りし
ます。
問　新庄文化会館・當麻文化会館
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オストメイトの方へ
個別相談会

　オストメイトの方（人工肛門、
人工膀胱を持っておられる方）は、
いろいろな悩み、苦労があると思
います。このようなことについて、
一人で閉じこもらないで、専門家
に相談して元気になりませんか。
日時、場所：
①５月 14日㈯　午前９時～正午
　�奈良県社会福祉総合センター 
２階　ボランティアルーム
　（橿原市大久保町 320 － 11
  　近鉄畝傍御陵前駅下車）
②５月 17日㈫　午前９時～正午
　奈良県文化会館　第３会議室
　（奈良市登大路町 6－ 2　
　　近鉄奈良駅下車）
相談料　無料（申込不要）
相�談対応者　専門看護師、支部役
員（ピアサポーター）、ストー
マ装具業者（製品を展示）
対�象者　県内在住のオストメイト
の方（会員でなくても可）
◎詳しくは、
▶（公社）日本オストミー協会　
奈良県支部事務局

【☎ 0742（49）1839】（三田村）

                  デュ―ク更家公認   
伊
だ て

達荒
あらんど

人ウォーキング教室
とき　５月 21日㈯
　午前 10時～午前 11時 30分
　参加費無料
持ち物　お茶
服　装　運動をしやすい服装
ところ　ゆうあいステーション

▶健康増進課

市内一斉清掃について

　５月22日㈰は、市内一斉清掃の
日です。住みよい美しいまちづくり
をめざし、自宅周辺を中心とした美
化清掃にみなさまのご協力をお願い
します。例年第３日曜日に実施して
います一斉清掃ですが、本年は第４
日曜日の22日に行います。ご注意
ください。　　　　　  　▶環境課

県立大淀養護学校
体験学習・見学会

　知的障害のある幼児や児童の保
護者の方々に、本校の教育につい
ての理解と認識を深めていただく
ために、体験学習・見学会を次の
とおり行います。
小学部
対象・とき　知的障害のある幼児・
保護者、幼稚園の教員、保育園の
保育士、施設の指導員ほか
�5 月 26 日㈭　9：30～ 12：00
（平成 30年度就学予定幼児）
5月 27日㈮　9：30～ 12：00
（平成 29年度就学予定幼児）
中学部
対象・とき　知的障害のある小学
6年生・保護者、小学校教員ほか
6月 8日㈬　9：30～ 12：00
教育相談日
　お子様の日常指導・教科指導等
特別支援教育の相談等にご利用く
ださい。事前申込みが必要です。
問 奈良県立大淀養護学校
　吉野郡大淀町下渕 414-1
　【☎ 0745（52）7655】
　 ooyodo-ssedu01@kcn.jp

明日香養護学校　学校見学会

　奈良県立明日香養護学校では、
肢体不自由部門と病弱部門の教育
課程及び学習内容等について、理
解を深めていただくことを目的に
学校見学会を行います。
日�時　平成 28 年 5 月 26 日㈭　
午前 9：00～ 12：00

対�象　明日香養護学校校区に在住
し、主に肢体不自由を有する幼
児児童生徒の保護者及び保育
所・幼稚園・小学校・中学校の
特別支援学級対象者、通園施設
等の職員等

問 県立明日香養護学校
　�高市郡明日香村川原 410
　【0744（54）3380】
☆�学校の概要についてはホーム
ページをご覧下さい　http：//
www5.kcn.ne.jp/~kameisi1/

緑のカーテンコンテスト用の
　ゴーヤの苗を配布します！
　「緑のカーテン」を設置できる
方に「ゴーヤ」の苗を２苗とおひ
さまたい肥を差しあげます。
　５月 25 日・５月 26 日午前 9
時から、新庄庁舎市民ホールにて
配布します。（両日先着 75 名様
まで）緑のカーテンコンテストの
詳細は、広報７月号に掲載します。

『平成２８年経済センサス－活動
調査』にご協力お願いします
　平成 28年 6月 1日を調査期日
として、『平成 28 年経済センサ
ス－活動調査』が全国すべての事
業所・企業を対象に実施されます。
　『平成 28 年経済センサス－活
動調査』は全産業分野における事
業所及び企業の経済活動の状況を
全国的及び地域別に明らかにする
とともに、各種統計調査を行う際
の基礎となる母集団情報の整備を
図ることを目的として、売上高や
費用などの経理項目の把握に重点
を置いて調査を実施します。
　5月中旬より担当の調査員が各
事業所・企業へ調査票をお届けし
ますので、お受け取りいただき、
調査項目にもれなくご回答下さい。
　なお、回答方法は調査員による
回収の他に、インターネットによ
る回答も可能となっておりますの
でご協力をお願いします。
問 奈良県統計課【☎ 0742（27）
8452】または、情報推進課まで

税の納期
５月は、軽自動車税の納付月です。
　納期限は 5月 31 日㈫です。納
期内納付にご協力ください。
　口座振替をご利用の方は、納期
限の日が振替日です。
　また、納付書に記載されている
コンビニでも納付できます。
※納期限を過ぎるとコンビニでは
納付できなくなります。

▶︎収納促進課・税務課
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Information
情報コーナー＆無料相談

相談 とき ところ 予約 問い合わせ

人権・行政・
心配ごと相談

5 月 12 日㈭ 9：00 〜 12：00 新庄庁舎
不要

総務財政課・人権政策課
社会福祉協議会

【☎ 0745（48）3373】
★忍海集会所は女性の相談員

5 月 19 日㈭ 9：00 〜 12：00 忍海集会所★
5 月 26 日㈭ 9：00 〜 12：00 當麻文化会館

　人権に関する悩み、行政に対する相談、暮らしの中での心配ごとに、専門の相談員が応じます。

弁護士による
法律相談

5 月 19 日㈭ 13：00 〜 16：00 新庄庁舎
要予約 企画政策課

5 月 26 日㈭ 13：00 〜 16：00 當麻文化会館
　奈良弁護士会所属の弁護士が、法律に関する相談に応じます。（1 回 20 分）

中南和
法律相談センター

法律相談

5 月 12 日㈭ 13：00 〜 16：00 新庄庁舎
要予約

奈良弁護士会
【☎ 0742（22）2035】
※左記以外の会場・日程もあります。
　詳しくは、お問い合わせください。

毎週月曜日 13：00 〜 16：00 五條市福祉センター
毎週火曜日 13：00 〜 16：00 桜井市役所
　奈良弁護士会所属の弁護士が、法律に関する相談に応じます。（1 回 30 分）

子ども・若者
サポート相談

平日９：00 〜 17：00
（第２・第４土曜は事前予約者のみ）

こども・若者サポート
センター内 ※

こども・若者サポートセンター
【☎ 0745（48）8

ハローサンキュー
639】

　妊娠・出産・子育て・自立の悩みに臨床心理士・保健師・保育士・社会福祉士など専門職が対応します。
※相談内容によっては予約が必要になる場合があります。まずはお電話ください。

ひとり親家庭の
出張就業相談

5 月 6 日㈮ 10：00 〜 16：00 當麻庁舎 要予約 子育て福祉課
　ひとり親家庭を対象に、就業に関する相談に応じます。

増改築・耐震
相談

5 月 1 日㈰ 9：00 〜 12：00 當麻文化会館

不要

葛城市建築組合または都市計画課
藤井本正明

【☎ 0745（69）2753】（當麻）
藤井本　弘

【☎ 0745（69）2877】（新庄）

5 月 28 日㈯ 13：00 〜 17：00 中央公民館

6 月 5 日㈰ 9：00 〜 12：00 當麻文化会館
　増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談
毎週月曜日 10：00 〜 16：00

（12：00〜13：00を除く）
新庄庁舎

不要
商工観光課または
御所市役所市民課

【☎ 0745（62）3001】毎週木曜日 御所市役所
　「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。

手話通訳者の
設置

毎週水曜日 13：00 〜 17：00 新庄庁舎※
不要

社会福祉課
【FAX 0745（43）8186】
※ 4 日（水・祝）は、2 日㈪に振替。毎週金曜日 13：00 〜 17：00 當麻庁舎

　聴覚障害のある方へ、手話通訳者が市役所窓口で手話通訳を行います。

新庄地区の以下のごみは
ゴールデンウィーク中も収集します
5 月 3日㈫㊗：�一般家庭ごみ�

 不燃ごみ
5月 4日㈬㊗：新聞・資源ごみ
5月 5日㈭㊡：一般家庭ごみ

ごみ収集日のお知らせ

ペットボトルは
キャップとラベ
ルをはがして専
用袋で出してね

ゆうあいふれあい教室
前期受講生募集！

　加齢に伴う運動機能の低下によ
る症状（つまづきや転倒、膝痛、
腰痛）を予防し、いつまでも、い
きいき、元気に暮らせるように、
筋力・柔軟性・バランス力の向上
を目指した体操教室に参加してみ
ませんか？
実�施日　平成 28 年６月７日㈫～

平成 28 年９月 13 日㈫の毎週
火曜日　計 15 回

時間　午後１時～３時
場�所　葛城市社会福祉総合ステー

ション（ゆうあいステーション）
対�象者　市内在住の 65 歳以上で

介護保険の要介護認定を受けて
おられない方のうち、次のうち

３項目以上に該当される方
①�階段を昇るとき、手すりや壁を

つたわないと昇れない。
②�椅子に座った状態から何かにつ

かまらないと立ち上がれない。
③ �15 分続けて歩けない。
④�この１年間に転んだことがある。
⑤転倒に対する不安は大きい。
内�容　簡単な体操（筋力、柔軟性、

バランス力向上）、家庭ででき
る体操
費�用　無料（希望の方には送迎さ

せていただきます。）
募�集定員　15 名（先着順）※以

前受講した方も再受講可能です
が、申込多数の場合は初受講の
方を優先します。
申�込期間　平成 28 年５月９日㈪

～平成 28 年５月 18 日㈬
問 長寿福祉課（電話受付可）
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毎月 11日は人権を確かめあう日です
奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部　葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④


